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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

＊本誌は再生紙を使用しています

集
特

プ
ラッ
ト
フォ
ー
ム
や
エコ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
は
共
創
が
不
可
欠

近
年
、
異
な
る
立
場
の
者
同
士
で
共
に
創

り
上
げ
る
「
共
創
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
背
景
に
は
、
単
一

の
商
品
を
売
っ
て
自
社
だ
け
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
時
代
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン※

１

の
よ
う
に
他
社
と
共
創
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
す
る
時
代
へ
の
変
化
が
あ
る
。
従

来
は
、
自
動
車
産
業
、
家
電
産
業
と
い
う
よ

う
に
モ
ノ
に
よ
っ
て
業
界
が
分
か
れ
、
そ
の

市
場
で
製
品
を
売
る
こ
と
で
利
益
を
得
て
い

た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
モ
ノ
と
コ
ト
の
融

合
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
融
合
が
進
み
、
単

純
に
一
つ
の
業
界
で
区
切
る
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ア
ッ
プ
ル
社
の
i
P
hone
は
、

モ
ノ
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
や
知
識
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
る
。

生
活
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
体
や
顧
客
の

経
験
に
焦
点
を
当
て
て
価
値
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
と
、
企
業
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

Io
T
を
用
い
る
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム※

２

が
必
要
と
な
る
。

い
ま
世
界
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ※

３

に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
が
提
供
・
共
有
さ

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
経
済
の
軸
足
が
移
り
つ
つ

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
ユ
ー
ザ
ー
や
他
社
が
参
画
し
て
、
互
い
に

価
値
を
享
受
し
合
い
、
市
場
や
産
業
が
発
達

す
る
関
係
性
と
し
て
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム※

４

が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
一
社
だ
け

で
は
つ
く
れ
な
い
た
め
、
共
創
が
必
要
と
な

る
。
共
創
が
注
目
さ
れ
る
背
景
に
は
、
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
し
て
市
場
を
捉
え
直
す
時
代
に

な
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
た
背
景

共
創
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
実
は
こ
の
言
葉
を
最
初
に
掲
げ
た
の
は

日
本
の
経
営
者
だ
っ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
真
っ

只
中
の
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
、
当
時
富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の
会
長
だ
っ
た
故
・

小
林
陽
太
郎
氏
は
、
社
団
法
人
経
済
同
友
会

（
当
時
）の
企
業
白
書
の
中
で
、「
共
創
の
理

念
に
支
え
ら
れ
た
『
人
』
創
造
の
経
営
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
は
明
日
の
日
本
企
業
の
明
る
さ
と

希
望
の
源
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
述
べ
た
。

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
存
在
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
、
日
本
企
業
は
業
務
提
携
に
消
極
的
に
な

り
、
自
社
内
で
閉
じ
て
い
く
傾
向
を
強
め
た
。

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
日
本
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
も
、
長

ら
く
自
前
主
義
だ
っ
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は

二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
米
国
の
学
者
ヘ
ン

リ
ー
・
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

た
が
、
こ
の
概
念
が
生
ま
れ
た
経
緯
に
も
、

日
本
が
関
わ
っ
て
い
る
。
日
本
製
品
が
米
国

市
場
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
た
一
九
八
〇

年
代
、
米
国
の
製
造
業
は
危
機
に
陥
っ
た
。

そ
の
中
で
、
彼
ら
は
カ
イ
ゼ
ン
（
生
産
現
場

の
見
直
し
）や
ケ
イ
レ
ツ（
系
列
企
業
）と
い
っ

た
日
本
企
業
の
特
徴
を
研
究
し
て
い
た
。

有
力
企
業
を
核
に
企
業
を
グ
ル
ー
プ
化

し
、
資
本
関
係
を
構
築
し
て
人
的
資
源
や
技

術
を
共
有
す
る
日
本
の
系
列
企
業
の
閉
じ
ら

れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
強
さ
を
認
め
つ
つ

も
、
一
つ
の
大
き
な
企
業
が
市
場
を
支
配
す

る
と
い
う
構
図
は
、
米
国
で
は
独
占
禁
止
法

に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
彼
ら
は
考
え

共
創
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
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社
内
外
で
共
創
で
き
る
場
を
つ
く
り
新
事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援   

広
島
県
商
工
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー
ム  《
広
島
県
》

8     

多
様
な
立
場
の
人
が
参
画
す
る
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
で
新
し
い
事
業
ア
イ
デ
ア
を
共
創   

岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ  《
岡
山
市
》

10     

地
域
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
共
創
し
、互
助
が
循
環
す
る
社
会
を
つ
く
る   

た
め
ま
株
式
会
社  《
広
島
市
》

12    ﹇
地
域
に
生
き
る
企
業
家
群
像
﹈  

100  

株
式
会
社
や
ま
だ
屋　

代
表
取
締
役
社
長　

中
村 

靖
富
満 《
広
島
県
廿
日
市
市
》

16    ﹇
キ
ラ
リ
、輝
く
元
気
企
業
﹈  

73  

廃
ガ
ラ
ス
の
無
害
化
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
で
、乾
燥
地
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
る   

株
式
会
社
鳥
取
再
資
源
化
研
究
所  《
鳥
取
県
北
栄
町
》

18    ﹇
夢
紡
人
／
ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と
﹈  

96  

介
護
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
、あ
ら
ゆ
る
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
永
末
加
奈
絵
さ
ん  《
岡
山
市
》

21    ﹇
こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品
﹈  

23  

白
鴻 

辛
口
純
米
酒
65 

黒
ラ
ベ
ル　

牡
蠣
の
カ
ニ
味
噌
焼
き  《
広
島
県
呉
市
》

22    ﹇
伝
統
芸
能
を
継
ぐ
人
び
と
﹈  
2  

住
吉
神
社 

御
船
謡  《
山
口
県
萩
市
》

24    ﹇
船
上
か
ら
見
る
景
色
﹈  

5  

ぐ
る
っ
と
松
江
堀
川
め
ぐ
り  《
島
根
県
松
江
市
》

26    ﹇ 

100
号
記
念
﹈  

お
か
げ
さ
ま
で「
碧
い
風
」は

１００
号
を
迎
え
ま
し
た  

28    ﹇
山
を
あ
る
く
﹈  

11  

氷
ノ
山  《
鳥
取
県
・
兵
庫
県
》

24

22

21

16

12

10
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● 表紙写真：株式会社フレーム
● 目次写真提供：広島県、ためま株式会社、株式会社やまだ屋、株式会社鳥取再資源化研究所、木下 省吾、萩市、公益財団法人松江市観光振興公社
● デザイン：有限会社シフト
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※1 オープンイノベーション…
企業が自社だけでなく、他社、大学、地方自治
体といった異業種・異分野の組織と技術やアイ
デア、ノウハウ、知見を組み合わせて革新的な
価値を生み出すこと

※2 プラットフォーム…
不特定多数の顧客向けに、複数の商品やサー
ビス、情報を集めた場。代表例として、イン
ターネットショッピングサイトの楽天市場や
ソーシャル・ネットワーキング・サービスの
Facebookなどが挙げられる

※3 GAFAM…
巨大 IT企業のグーグル（Google）、アップル

（Apple）、フェイスブック（Facebook）、アマ
ゾン（Amazon）、マイクロソフト（Microsoft）
の総称

※4 エコシステム…
生態系になぞらえた言葉で、複数の企業や組織
が、それぞれの技術や強みを生かしながら垣根
を越えて連携し共存共栄する仕組み
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）
と
い
う
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
も
二
〇
〇
六
（
平
成

十
八
）
年
に
設
立
さ
れ
、
常
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
て
き
た
。

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
を
つ
く
る
上
で
大
切
な
の

は
、
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
を
単
体
で
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
場
を
出
発
点
と
し
て
ど
の
よ
う
に

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
視

点
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
を
含
め
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を
つ
く
る
か
を

み
ん
な
で
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
底
力
は

地
域
や
生
活
の
現
場
に
あ
る

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
経
営
を
志
向
す
る
企
業
が
増
え
た
の

を
受
け
、
国
際
標
準
化
機
構
（
I
S
O
）
は
、

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
七
月
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
新
規

格
「ISO

56002

」
を
発
行
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
が
必
要

で
あ
り
、
よ
い
試
行
錯
誤
を
す
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
や
環
境
、
行
動
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
共
創
の

場
が
必
要
か
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
共
通

言
語
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

日
本
の
底
力
は
、
地
域
や
生
活
の
現
場
に

あ
り
、
地
域
や
社
会
が
持
つ
社
会
的
共
通
資

本※
８

こ
そ
次
の
時
代
の
資
産
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
目
的
の
こ
と
で

あ
る
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
い
い
目
的
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
を
方
向
付
け
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
企
業
は
、
本
業
中
心
主
義

で
、
本
業
を
大
事
に
し
て
、
新
し
い
こ
と
に

た
。
ま
た
、
自
由
を
重
視
す
る
米
国
人
の
性

格
に
向
か
な
い
と
の
判
断
も
あ
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
に
目
指
し
た
の
が
、
開
か
れ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。
そ
こ
で
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
が
生
ま
れ
、
さ

ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
が
そ
の
実
現

を
可
能
に
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は

目
的
が
必
要

現
在
、
日
本
で
も
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
・
団
体

が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い
と
い
う
声
を
聞
く
。
そ
の
大
き
な
理
由
と

し
て
、
目
的
の
不
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

何
の
た
め
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
尋
ね
る
と
、「
売

り
上
げ
を
回
復
し
た
い
」「
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
た
い
」「
開
発
効
率
を
高
め
た
い
」

と
い
っ
た
自
社
の
動
機
を
挙
げ
る
企
業
が
圧

倒
的
に
多
い
。
し
か
し
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
本
来
「
利
他
主
義
」
で
あ
る
べ
き

で
、
自
社
に
も
他
社
に
も
社
会
に
も
よ
い
共

通
の
目
的
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
自
社
だ
け

の
動
機
で
あ
る
な
ら
ば
、
他
の
会
社
は
協
力

し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
は
ず
だ
。

こ
う
し
た
中
で
、
近
年
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
２
・０※

５

の
考
え
方
が
注
目
さ
れ

て
い
る（
表
１
）。
従
来
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
こ
れ
を
１・０
と
す
る
）
は
、
研
究

開
発
の
効
率
向
上
を
目
的
と
し
、
企
業
対
企

業
の
連
携
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２・
０
は
、
社
会
的

な
共
通
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
、
企
業
だ

け
で
な
く
、
大
学
、
機
関
、
自
治
体
、
地
域

住
民
な
ど
多
様
な
当
事
者
が
連
携
す
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

２・
０
の
時
代
に
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
社
会

的
な
視
点
か
ら
共
創
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
い
ま
日
本
で
は
、
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
関
心
を
持
つ

企
業
が
増
え
て
い
る
が
、「
ど
の
目
標
に
対

応
し
て
い
る
か
」
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
的
な
目
的
の
た
め
に
他
者
と
共
創
す
る

上
で
、
ど
の
目
標
が
大
切
に
な
る
か
を
捉
え

る
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

目
的
を
ど
う
設
定
す
る
か

成
功
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
大

き
く
三
つ
の
階
層
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
目
的

の
体
系
化
と
実
践
の
方
法
論
を
私
は
「
目
的
工

学
」
と
呼
ん
で
い
る
（
表
２
）。

一
番
上
の
「
大
目
的
」
は
、
顧
客
や
社
会

の
た
め
、
究
極
的
に
は
共
通
善
に
つ
な
が
る

理
念
で
あ
る
。
例
と
し
て
社
会
問
題
や
環
境

問
題
の
解
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
番
下
の
「
小
目
的
」
は
、
大
目
的
の

た
め
に
各
々
の
組
織
や
部
門
な
ど
が
掲
げ
る

個
々
の
目
的
で
あ
る
。「
大
目
的
の
た
め
に
、

私
た
ち
は
こ
う
い
う
こ
と
を
実
現
し
た
い
」

と
い
う
目
的
で
あ
る
。

肝
心
な
の
が
、
大
目
的
と
小
目
的
を
つ
な

ぐ
真
ん
中
の
「
中
目
的
」
で
、「
い
つ
ど
こ

で
何
を
」
と
い
う
達
成
す
べ
き
行
為
と
成
果

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
目
的
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
駆
動
す
る
。

米
国
の
テ
ス
ラ
社
は
、
こ
の
目
的
が
明
確

だ
。
電
気
自
動
車
や
バ
ッ
テ
リ
ー
を
開
発
・

製
造
す
る
同
社
の
大
目
的
は
、「
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
経
済
を
め
ざ
す
」
こ
と
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
た
め
の
小
目
的

と
し
て
「
家
庭
で
使
え
る
充
電
シ
ス
テ
ム
を

開
発
す
る
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
し
て
、

そ
の
間
の
中
目
的
に
は
「
電
気
自
動
車
を
い

ち
早
く
市
場
化
す
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
回
の
充
電
で
走
行
可
能

な
距
離
で
あ
る
航
続
距
離
を
伸
ば
す
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、「
２
０
×
×
年
ま
で

に
○
○
マ
イ
ル
走
る
電
気
自
動
車
を
開
発
し

よ
う
」
と
い
う
具
体
的
な
目
標
が
出
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
共
通
善
か
ら
三
つ
の
目
的
を

考
え
る
方
法
以
外
に
、
顧
客
や
社
会
の
困
り

ご
と
と
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
三

つ
の
目
的
を
考
え
る
方
法
も
あ
る
。
例
え
ば
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
レ
ゴ
社
は
、「
子
ど
も
た
ち

に
ひ
ら
め
き
を
与
え
、
未
来
の
ビ
ル
ダ
ー
を

育
も
う
」
を
大
目
的
に
し
て
い
る
。
子
ど
も

の
創
造
力
を
育
み
た
い
と
い
う
親
の
思
い
に

対
し
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
目
的
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

挑
戦
し
な
い
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
本
業
自
体
が
先
細
り
し
、

元
に
戻
る
見
込
み
の
な
い
企
業
も
出
て
き

た
。
こ
う
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
必
要
性

が
出
て
き
た
と
き
、
目
的
が
必
ず
問
わ
れ
る
。

機
動
的
な
企
業
と
と
も
に

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業※
６

が
育
っ
て
資
金
や
人
を
呼
び
込
み
、
さ
ら
に
持

続
的
に
発
展
す
る
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ

う
な
も
の
だ
と
よ
く
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支
え
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル※

７

の
規
模
が
米
国
の
百
分

の
一
以
下
で
あ
る
日
本
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
が
日
本
の
経
済
を
つ
く
る
ま
で
に
は

ま
だ
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

欧
州
で
は
、
E
U
の
政
策
執
行
機
関
で
あ

る
欧
州
委
員
会
な
ど
が
中
小
企
業
を
継
続
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
を
重
視
し
た
エ
コ
シ

ス
テ
ム
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
つ
く
る

政
策
を
実
施
し
て
き
た
。

日
本
の
場
合
は
、
大
企
業
や
中
堅
企
業
が

こ
れ
ま
で
産
業
を
牽
引
し
て
き
た
た
め
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
か
ら
次
の
産
業
が
生
ま

れ
る
と
い
う
構
図
は
見
え
に
く
い
。
新
し
い

産
業
を
つ
く
る
に
は
、
機
動
的
に
動
け
る
大

企
業
や
中
堅
企
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、

自
治
体
、
金
融
機
関
、
大
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
連
携
し
、
一
つ
の
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
る
試
行
が
必
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
動
き
は
欧
州
で
先

行
し
て
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
広
が
っ
て
き
て
い
る
の

が
「
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
で
あ
る
。

社
会
実
験
の
場
で
あ
る

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
は
、顧
客
や
市
民
、ユ
ー

ザ
ー
を
中
心
に
し
て
、
同
じ
目
的
を
持
つ
企

業
、
大
学
、
自
治
体
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
な
ど
が
共
創
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
す
る
都

市
や
地
域
の
場
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
新
し

い
産
業
や
事
業
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
社

会
実
験
の
場
で
あ
り
、
技
術
の
検
証
を
行
う

実
証
実
験
の
場
で
は
な
い
。

欧
州
で
は
す
で
に
何
百
も
の
リ
ビ
ン

グ
ラ
ボ
が
生
ま
れ
、
経
済
を
支
え
て
い
く

一
つ
の
方
法
と
し
て
認
識
さ
れ
始
め
て
い

る
。E

イ
ノ
ル

N
oll

（E
uropean N
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ork of 
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紺野 登〈こんの・のぼる〉

1954年東京都生まれ。1978年早稲田大学
理工学部建築学科卒業。株式会社博報堂勤務
などを経て現職。博士(経営情報学)。慶應義塾
大学大学院SDM研究科特別招聘教授、エコ
シスラボ株式会社代表、一般社団法人Future 
Center Alliance Japan代表理事、一般社団法人
Japan Innovation NetworkのChairperson理事、
株式会社日建設計顧問などを兼務。約30年前
からデザインと経営の融合を研究、知識生態学
の視点からリーダー教育、組織変革、研究所
の場のデザインなどの実務に関わる。

オープンイノベーション 1.0 オープンイノベーション 2.0
目
的

● 研究開発効率の向上
● 新規事業の創出 ● 社会的な共通課題の解決

連
携

● 1 対 1 の関係性
企業対大学・研究機関、大企業対ベ
ンチャー企業等間の連携

● エコシステム
企業、大学・研究機関、政府・自治体、
市民・ユーザーなど多様な関係者が
多層的に連携・共創し合う循環体制

主
導 ● 企業 ● 市民・ユーザー

特
徴

● 市民・ユーザーはプロセス外
市民・ユーザーは顧客としてイノベ
ーションの成果物の最終提供先とい
う位置づけでプロセス自体には参画
しない

● Win-Win 関係の構築
企業活動に主軸を置いたイノベーシ
ョン創出であるため、連携関係先間
の Win-Win 関係構築が鍵

● 市民参画型、共創性
市民・ユーザーもプロセスの中に巻
き込み、意見・アイデアを適宜プロ
トタイピングに反映することでとも
にイノベーションを創り出す

● オーケストレーション
共通の課題認識を持つ利害関係の異
なる複数のプレーヤーを同じ目標・
方向に向かって協奏させるオーケス
トレーション力が鍵

表1　オープンイノベーション1.0と2.0の比較

出典：オープンイノベーション協議会『オープンイノベーション白書』（初版）2016年

目的群 概 要 事例（テスラ）

大目的

最上位に位置づけられる本質的な目
的。企業の場合であれば、経営哲学
や創業精神であることが多く、同時
に経営上の目的（Purpose）とも整
合している。しばしば政治的な意図
や大義も含まれる。最終的には、共
通善を追求することにつながる

太陽エネルギー
経済をめざす

中目的
（駆動目標）

大目的と小目的をつなぎプロジェク
トなどを達成するための具体的な概
念やスローガン。その多くが、理解
しやすく、とはいえ難易度の高い、
挑戦的な目標値などを含む

電気自動車を
いち早く市場
化する

小目的
プロジェクトの当事者たち、あるい
は各部門からの参加者の思いに結び
つけられる技術上の目的、個人的な
知的目標や構想など

家庭で使える
充電システム
を開発する

表2　目的群の概要と例示

出典：紺野登著『イノベーション全書』（東洋経済新報社、2020年）

そ
の
時
代
を
迎
え
る
に
は
、
各
地
域
で
社

会
と
経
済
の
新
し
い
関
係
を
築
き
、
社
会
的

共
通
資
本
を
ベ
ー
ス
に
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
長
期
的
な
視
点

を
持
っ
て
構
想
す
る
に
は
、
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

の
よ
う
な
実
験
の
場
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
オ
フ
ィ
ス
の
中
に
い
て
何
か

が
生
ま
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
共
創

の
場
で
新
し
い
知
を
創
造
す
る
こ
と
が
い
ま

求
め
ら
れ
て
い
る
。

※5 オープンイノベーション2.0…
近年欧米ではオープンイノベーションを、企業や大学・研究機関
だけでなく、市民・顧客・ユーザーをプロセスに巻き込んだもの
として捉える動きがみられており、欧州委員会ではこの新たな動
向をオープンイノベーション2.0と称して欧州全体で推進する目
標を掲げている

※6 スタートアップ企業…
革新的な新しいビジネスモデルを持ち、短期間に急成長するベン
チャー企業

※7 ベンチャーキャピタル…
創業間もない有望なベンチャー企業に対し、株式の取得などを通
じて出資する企業や機関。そのベンチャー企業の事業が成功し、
株式公開した際に得られる利益（キャピタルゲイン）を収入とする

※8 社会的共通資本…
経済学者・宇沢弘文氏が提唱した概念で、「豊かな経済生活を営み、
優れた文化を展開し、人間的に魅力ある社会を安定的に維持する
ことを可能にする社会的装置」と定義される。具体的には、森林・
大気などの「自然環境」、水道・道路などの「社会的インフラ」、教育・
医療・病院などの「制度資本」に分類される、産業や生活にとって
必要不可欠な社会的資本を指す

ENol lが毎年主催する国際イベントの「OpenLiv ingLab 
Days」。世界中からリビングラボの研究者や実践者が数百人
集まり、2019年はギリシャのテサロニキでお互いの組織の
テーマや課題、将来像について議論した
Photos by Photopress©Yannis Tsouflidis
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オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の

難
し
さ
を
実
感

製
造
品
出
荷
額
が
中
国
・
四
国
・
九
州
地
方

で
十
四
年
間
連
続
一
位
と
な
っ
て
い
る
広
島

県
。
重
厚
長
大
型
産
業
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存
在
し
、
も
の
づ

く
り
の
地
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
。

「
い
ま
世
界
で
は
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
視
点
が
移
り
始
め
て
い
ま
す
。
従
来

型
の
も
の
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
新
事
業
を
起
こ
し
、
新

た
な
雇
用
を
生
む
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
つ
く

る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
政
策
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
」
と
広
島

県
商
工
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー

ム
の
松
田
敦
子
さ
ん
は
話
す
。

事
業
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
当
初

は
、
異
業
種
同
士
で
事
業
を
共
創
す
る
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
強
く
意
識
し
て
い
た

が
、
実
際
に
進
め
て
い
く
と
、
ど
の
企
業
が
特

許
を
取
る
か
、
ど
の
段
階
で
設
備
投
資
を
す
る

か
な
ど
、
次
々
と
課
題
が
現
れ
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
世
に
送
り
出
す
段
階
に
ま
で
到
達
さ
せ

る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。

「
そ
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
現
在
の
事
業
創

造
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
は
、
ア
イ
デ
ア

を
素
早
く
ロ
ー
コ
ス
ト
で
カ
タ
チ
に
し
て
、

ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
聞
く
と
こ
ろ
ま
で
超
特
急

で
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
を
重
視
し
て
進
め

て
い
ま
す
」

新
事
業
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る

「
ひ
ろ
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス
実
験
部
」

県
内
の
中
小
企
業
が
集
ま
り
、
新
規
事
業

を
開
発
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
が
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
に

始
ま
っ
た
「
ひ
ろ
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス
実
験
部
」

で
あ
る
。
参
加
対
象
は
、
自
社
で
新
規
事

業
を
立
ち
上
げ
た
い
企
業
、
未
来
に
向
け
た

思
い
や
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
事
業
化
し
て
い

き
た
い
企
業
や
個
人
で
、
期
間
は
半
年
間
と

な
っ
て
い
る
。
自
社
資
産
価
値
の
抽
出
、
顧

客
・
課
題
設
定
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
抽
出
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
、
市
場
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築・検
証
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
テ
ス
ト
販
売
な
ど
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
験
し
、
最
終
日
の
デ
モ
デ
イ
に
、
製
品
の

展
示
会
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

共
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
企
業

同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
を
立
案
す
る
マ
ー
ケ
タ
ー
や
Ｐ
Ｒ

担
当
者
が
い
な
い
場
合
は
県
が
副
業
人
材
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
り
と
、
自
社
に
足
り
な
い

資
源
を
補
え
る
の
も
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

「
中
小
企
業
の
中
に
は
、
下
請
け
が
中
心
で

自
社
商
品
を
開
発
し
た
こ
と
が
な
い
企
業
も

多
い
の
で
、
市
場
を
ど
う
設
定
す
る
か
な
ど

各
プ
ロ
セ
ス
を
教
え
つ
つ
、
指
南
役
が
寄
り

添
い
な
が
ら
事
業
を
作
っ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
機
に
生
ま
れ
た

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
い
る
。
精
密
歯

車
、
減
変
速
機
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式
会

社
広
島
精
機
（
広
島
県
廿
日
市
市
）
は
、
ひ

ろ
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス
実
験
部
に
参
加
し
、
油
送

用
の
移
動
式
ギ
ア
ポ
ン
プ
を
商
品
化
し
た
。

豪
雨
時
に
工
場
が
浸
水
し
た
際
に
油
槽
内
の

油
を
素
早
く
送
る
装
置
で
、
実
験
部
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
対

策
用
と
し
て
の
製
造
・
販
売
を
検
討
し
た
。

若
手
社
員
が
経
営
層
に

直
接
プ
レ
ゼ
ン

自
社
で
ア
イ
デ
ア
を
発
表
す
る
機
会
が
な

い
若
手
社
員
を
対
象
に
、
企
業
内
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
を
創
出
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
た
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
五

年
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ

1
0
0
広
島
」
は
、
入
社
三
～
十
年
目
の
若

手
社
員
が
参
加
し
、
自
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
把

握
し
た
上
で
新
事
業
を
考
え
、
提
案
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
事
業
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
後
、
そ
の
洞
察

を
も
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
事
業
ア
イ
デ

ア
の
考
案
や
検
証
、
改
善
な
ど
を
行
う
。
最

終
日
に
は
、
自
社
の
社
長
や
経
営
層
を
招
き
、

事
業
案
を
直
接
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て

生
ま
れ
た
商
品
の
一
つ
が
、
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス

株
式
会
社
（
広
島
市
）
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
「
K
A
K
O
M
U
ご
は
ん
シ
リ
ー
ズ
」
だ
。

同
社
の
田
中
亜
紗
美
さ
ん
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
が
い
て
も
家
族
み
ん

な
で
同
じ
食
卓
を
囲
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
卵
・
乳
・
小
麦
を
使
わ
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ

商
品
を
考
え
、
最
終
日
に
社
長
に
提
案
し
た
。

翌
日
の
朝
礼
で
早
速
着
手
の
声
が
か
か
り
、

三
年
後
、
同
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。
ま
た
、

シ
ニ
ア
層
向
け
の
職
業
紹
介
事
業
を
提
案
し

た
株
式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
広
島
市
）

の
山
根
浩
さ
ん
は
自
社
内
で
事
業
部
を
発
足

し
、
そ
の
後
株
式
会
社
ト
レ
ハ
ン
と
し
て
分

社
化
し
、
代
表
に
就
任
し
た
。

「『
自
社
に
こ
う
い
う
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
う

い
う
も
の
を
作
り
た
い
』
と
い
う
発
想
で
は

な
く
、『
こ
う
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
た
い
』
と
い
う
発

想
を
重
視
し
て
い
ま
す
」
と
松
田
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
生
ま
れ
た
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
多

様
な
人
を
呼
び
込
む
拠
点
と
し
て
、
二
〇
一
七

（
平
成
二
十
九
）
年
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
拠
点
と
し
て
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
・

ひ
ろ
し
まCam

ps

」
を
設
置
し
た
。

イ
ン
ド
の
イ
ン
キュベー
ション
施
設
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
広
島
県

を
含
む
「
広
島
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推

進
会
議※

２
」
は
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
に
内

閣
府
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠

点
都
市
（
推
進
拠
点
都
市
）
に
選
定
さ
れ
た
。

こ
の
選
定
を
受
け
、
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
手
薄

だ
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
の
共
創
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
事
業
を
通
し
て
社
会
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
）
な
ど
、
新
し
い
視
点
か
ら

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

同
年
七
月
に
は
、
イ
ン
ド
最
大
級
の
ス
タ
ー

社
内
外
で
共
創
で
き
る
場
を
つ
く
り

新
事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援

広
島
県
商
工
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー
ム  

《
広
島
県
》

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
県
」
の
実
現
を
掲
げ
る
広
島
県
で
は
、
事
業
創
造
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
や
拠
点
整
備
な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
持
続
的
に
起
こ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
内
閣
府
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム
拠
点
都
市※

１

（
推
進
拠
点
都
市
）
に
選
定
さ
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け

さ
ら
な
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ト
ア
ッ
プ
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設※
３

の
「T
―H

ub

」
と
、
日
本
の
自
治
体
と
し

て
は
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
。
デ

ジ
タ
ル
人
材
が
不
足
す
る
中
、
イ
ン
ド
の
優

秀
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
学
生
と
共

に
、
新
領
域
の
事
業
創
出
を
構
想
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予
定
だ
。
さ
ら
に
、

一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
米
倉
誠
一
郎
氏
が

代
表
を
務
め
る
一
般
社
団
法
人Creative 

Response

と
連
携
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
を
十
月
か
ら
広

島
で
開
校
す
る
。

「
人
口
減
少
が
進
ん
で
市
場
自
体
が
縮
小
す

る
中
、
経
済
や
生
活
を
維
持
し
て
い
く
に

は
、
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
な
ど
に
盛
り
込
み
な
が
ら
、
企
業
だ
け
で

な
く
県
民
も
自
然
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意

識
を
持
て
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
け
た

ら
」
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー
ム
担
当

課
長
の
長
谷
川
達
也
さ
ん
は
抱
負
を
語
る
。

◆広島県商工労働局イノベーション推進チーム：082（228）2111   URL https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/247/　  

「ひろしまビジネス実験部」などのプログラムの拠点となる「イノ
ベーション・ハブ・ひろしまCamps」　写真提供：広島県

「ひろしまビジネス実験部」でアドバイスを受け
ながら事業プランを最適化　写真提供：広島県

集
特

共
創
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

※1 スタートアップ・エコシステム拠点都市…
内閣府、文部科学省、経済産業省は令和
元年6月に「Beyond Limits.  Unlock Our 
Potential.世界に伍するスタートアップ・エコ
システム拠点形成戦略」を発表。「スタートアッ
プ・エコシステム拠点都市形成プラン」を公募
し、８つの拠点都市のコンソーシアム・協議体
が選定された。スタートアップ・エコシステム
とは、起業家、起業支援者、企業、大学、金融
機関、公的機関等が結びついて優れたスタート
アップ企業を次々と生み出し、さらに人材・技
術・資金を呼び込んで発展を続ける状態を指す

※2 広島地域イノベーション戦略推進会議…
広島県や広島大学、県内のスタートアップ企業
などで構成

※3 インキュベーション施設…
創業間もない起業家や起業に向けて活動する人たち
が入居し、さまざまな経営支援を受けられる施設

株式会社広島精機は「ひろしまビ
ジネス実験部」で検討した「油送
用の移動式ギアポンプ」を商品化
写真提供：株式会社広島精機

「イノベーターズ100広島」を
機に商品化された「KAKOMU
ごはんシリーズ　トンカツの素」
写真提供：オタフクソース株式
会社

「イノベーターズ100広島」の最終日には経営者
らにプレゼン　写真提供：広島県
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集
特

地
域
住
民
や
学
生
ら
が
参
画
し

新
し
い
事
業
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る

岡
山
大
学
で
は
、
社
会
実
装
可
能
な
科
学

技
術
を
実
現
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
に
大
学
院
ヘ
ル

ス
シ
ス
テ
ム
統
合
科
学
研
究
科
を
発
足
さ

せ
、
医
工
連
携
お
よ
び
文
理
融
合
の
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

「
異
分
野
融
合
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
社

会
課
題
の
解
決
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

を
持
つ
学
科
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野

の
先
生
が
い
る
中
で
異
分
野
融
合
を
行
う
こ

と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
分
野
に
横

串
を
刺
す
よ
う
な
具
体
的
な
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
と
検
討
す
る
中
で
、
始
ま
っ
た
の

が
岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
で
し
た
」
と
、
主
導

す
る
特
任
准
教
授
の
志し

水み
ず
武
史
さ
ん
は
話
す
。

岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
地
域
住
民
を
は
じ

め
、
企
業
や
団
体
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

多
様
な
主
体
が
集
ま
っ
て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や

生
活
関
連
分
野
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
事

業
開
発
の
場
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た（
図
１
）。

企
業
に
は
、
大
手
企
業
の
ほ
か
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
、
医
療
法
人
、
金
融
機
関
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
焦

点
を
当
て
た
の
は
、
事
業
者
側
に
お
い
て
事

業
ア
イ
デ
ア
自
体
が
出
に
く
く
、
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
て
も
事
業
化
に
つ
な
が
り
に
く
い
と

い
う
課
題
が
存
在
し
て
い
る
た
め
だ
。

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
は
人
の
命
に
関
わ
る
た

め
、
厳
し
い
法
規
制
が
あ
る
ほ
か
、
全
額
自

己
負
担
と
な
る
公
的
医
療
・
介
護
保
険
外
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
が
り

に
く
い
と
い
っ
た
問
題
、
さ
ら
に
は
健
康
的

な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
利
用
者
の
行

動
変
容
が
起
き
づ
ら
い
と
い
っ
た
問
題
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

や
制
約
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
ヘ
ル
ス
ケ

ア
関
連
企
業
で
は
型
破
り
な
ア
イ
デ
ア
が
出

に
く
く
、
ど
こ
も
似
通
っ
た
事
業
と
な
る
傾

向
が
あ
る
。
課
題
や
制
約
の
存
在
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
学
生
や
住
民
た
ち
の
方
が
、
意
外

と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
し
た
」

優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
事
業
化

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
月
以
降
、
帝

人
株
式
会
社
、
大
塚
製
薬
株
式
会
社
、
ロ
ー

ト
製
薬
株
式
会
社
、
株
式
会
社
イ
ト
ー
キ
、

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
な
ど
の
大
手
企
業
と
連

携
し
、
企
業
が
提
示
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

新
し
い
事
業
ア
イ
デ
ア
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
全
員
で
考
え
る
「
岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

（O
2IP

）」
を
毎
月
一
回
程
度
、
岡
山
市
内

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点
（
も
も
た
ろ

う
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
、
略
称
「
も
も

ス
タ
」）
で
実
施
し
て
き
た
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
現
在
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
中
）。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
は
、
冒
頭
で

志
水
さ
ん
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

後
に
、
テ
ー
マ
を
提
示
し
た
企
業
か
ら
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
自
社
の
取
り
組
み
や
求
め
る

ア
イ
デ
ア
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
行

う
。
そ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参

加
者
全
員
（
三
十
～
七
十
名
）
が
数
人
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
に
基
づ
く
事
業
ア
イ
デ

ア
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
最

後
に
、
各
チ
ー
ム
が
検
討
し
た
事
業
ア
イ
デ

ア
を
全
員
の
前
で
発
表
し
、
テ
ー
マ
を
提
示

し
た
企
業
と
志
水
さ
ん
が
事
業
化
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
等
の
講
評
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
事
業
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
し
、
外
部

資
金
の
調
達
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
大
手

企
業
と
の
提
携
に
結
び
付
い
た
ケ
ー
ス
も
生

ま
れ
て
き
て
い
る
。
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
創
出
さ
れ
た
事
業
ア
イ
デ
ア
の
知
的
財

産
権
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
全
員
に
帰
属
す

る
が
、
事
業
化
の
際
に
は
関
係
者
間
で
必
要

な
契
約
等
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
毎
回
公
募
し
、
こ

れ
ま
で
の
内
訳
は
、
岡
山
大
学
の
学
生
、
大
学

院
生
、
研
究
者
ら
が
五
十
％
、
地
元
の
中
小

企
業
と
地
域
住
民
が
各
々
二
十
％
、
中
国
地

域
の
自
治
体
関
係
者
が
十
％
と
な
っ
て
い
る
。

共
催
者
と
し
て
参
加
し
た
企
業
の
中
に

は
、
そ
の
場
で
社
会
実
装
が
可
能
な
事
業
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
連
携
し
事
業

化
で
き
る
よ
う
、
事
業
化
資
金
を
用
意
し
て

い
た
企
業
も
あ
っ
た
と
い
う
。
大
手
企
業
が

岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
に
積
極
的
に
参
加
す
る

狙
い
は
ど
ん
な
点
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
大
手
企
業
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き

に
く
い
と
長
年
言
わ
れ
て
お
り
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
と
呼
ば
れ
る
）、
そ
の
問

題
解
決
の
た
め
に
大
手
企
業
で
は
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
が
増

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
手
法
と
し
て
は
、

『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル※

１

』

や
『
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム※

２

』
が
最
近
で

は
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は

多
額
の
投
資
を
必
要
と

し
、
な
お
か
つ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
が
必
ず
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
二
の
足
を
踏
む
大
手
企
業

も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
点
、
岡
山
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
組
み
を
行
う
上
で
の
金
銭
的
な
ハ
ー

ド
ル
が
低
く
、
参
加
者
の
多
様
な
視
点
か
ら

事
業
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
う
ま
く
い
け

ば
社
内
で
は
出
な
か
っ
た
新
し
い
ア
イ
デ
ア

が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

一
方
、
大
学
側
に
と
っ
て
は
、
異
分
野
融

合
の
中
で
学
生
が
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
や
課

題
を
学
べ
る
教
育
の
場
で
あ
り
、
研
究
者
が

持
つ
技
術
や
知
見
が
社
会
実
装
さ
れ
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
手
企
業
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
と
っ
て
は
事
業
化
に
向

け
た
資
金
・
人
材
面
の
支
援
が
見
込
め
る
ほ

か
、
事
業
化
後
の
段
階
で
は
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
・
商
品
の
販
路
を
確
保
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る
。

底
上
げ
に
は

起
業
人
材
の
育
成
が
必
要

開
始
か
ら
約
一
年
が
経
過
し
、
課
題
も
見

え
て
き
た
。
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
生
ま
れ
る
事
業
ア
イ
デ

ア
の
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
だ
。

「
起
業
人
材
が
豊
富
な
大
都
市
で
ア
イ
デ
ア
ソ

ン※
３

を
開
く
と
、
企
業
が
『
す
ぐ
に
で
も
事
業

化
し
た
い
』
と
思
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出

岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ  
《
岡
山
市
》

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
は
、
住
民
、
企
業
、
自
治
体
、
大
学
な
ど
が
協
働
し
、
ユ
ー

ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
、
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
共
創
す
る
手
法
で
、

二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
欧
米
で
盛
ん
に
な
り
、
現
在
日
本
で
も
取
り
組
み
が
増
え
て

い
る
。
中
国
地
域
初
の
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
を
主
宰
す
る
岡
山
大
学
で
は
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
分
野
の
大
企
業
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
共
催
し
な
が
ら
、
人
材
育
成
か
ら
事
業

ア
イ
デ
ア
創
出
、
事
業
化
支
援
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

共
創
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

て
く
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
起
業
人
材

の
蓄
積
が
乏
し
い
地
方
都
市
で
は
実
現
可
能

性
の
高
い
事
業
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
事
業
ア

イ
デ
ア
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
の
た
め
に
は
、
地

域
に
お
け
る
起
業
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ

り
、
そ
う
し
た
人
材
育
成
に
お
け
る
大
学
の

積
極
的
関
与
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

そ
の
た
め
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
岡
山
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
活
動
の
中
心
で
あ
る
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た

「
事
業
ア
イ
デ
ア
創
出
」
に
加
え
て
、「
起
業

人
材
育
成
」
お
よ
び
「
事
業
化
支
援
」
の
三

つ
を
岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
で
包
括
的
に
提
供

し
、
そ
れ
ら
を
一
貫
し
て
行
う
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く（
図
２
）。

岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
は
別
に
、
二
〇
一
九

年
度
に
大
学
で
実
施
し
た
起
業
家
精
神
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
（SiE

E
D

）
は
立
ち
見
の
参
加

者
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
り
、「
学
生
の
起

業
へ
の
関
心
は
非
常
に
高
い
」
と
志
水
さ
ん

は
話
す
。

岡
山
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
に
お
け
る
三
つ
の
取
り

組
み
は
、
大
学
内
部
だ
け
に
閉
じ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
大
都
市
圏
の
大
手
企
業
、
国（
地

方
経
済
産
業
局
）、
岡
山
市
を
は
じ
め
と
す
る

広
域
の
自
治
体
、
経
済
団
体
、
事
業
化
支
援
機

関
等
と
も
連
携
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。

◆岡山リビングラボ：086（251）8612　  写真提供：岡山リビングラボ   

多
様
な
立
場
の
人
が
参
画
す
る
リ
ビン
グ
ラ
ボ
で

新
し
い
事
業
ア
イ
デ
ア
を
共
創

※1 コーポレート・ベンチャー・キャピタル…
企業が自社の事業分野とシナジーを生む可能性のあるベンチャー
企業に対して投資を行うために設立するファンド

※2 アクセラレータープログラム…
大企業が、自社内で不足する技術やノウハウを持つ外部のスタート
アップ企業などに出資や支援を行って事業を共創すること

※3 アイデアソン…
特定のテーマに対しグループでアイデア
を出し合い、その結果を競うイベント

各チームが事業アイデアを発表

図2　岡山リビングラボが目指すオープンイノベーション・エコシステム
オープンイノベーション・エコシステム（パッケージ提供）

【起業人材育成】
アントレプレナー（起業家）
教育プログラムの開発・提供

【事業アイデア創出】
「岡山リビングラボ」における
ワークショップ等の実施

【事業化支援】
大手企業等と連携した
アクセラレータープログラム

の開発・提供

新規開発

ヘルスケア／
生活関連分野に
おける新事業創出

図1　岡山リビングラボの基本的スキーム

岡山リビングラボ
事業アイデアの実現に必要な
支援のほか、政策提案等を
行うことも検討

課題解決型ワークショップ
＋

リソース高付加価値型
ワークショップ

● インターン派遣
   （ワークショップ経由）

● ラボ運営（主催）
● 研究シーズ提供
● 学生参加
● ワークショップのファシリテーション実施
● サービス等のエビデンス検証

● ラボの運営支援
● 地域の生活課題
   とりまとめ・提示
● ワークショップ等集客協力
● 創出された事業に対する
   実証フィールド・事業予算
   提供

● ワークショップにおける
   個々人の生活課題提示 ● ラボの運営支援

● 地域の生活課題
   とりまとめ・提示
● ワークショップ等集客協力 ● ワークショップにおける企業の

   事業課題、シーズ・ニーズ等の提示
● 創出された事業に対する
   実証フィールド・事業予算提供

地域住民
高齢者、障がい者および

その家族含む NPO等

国・自治体

企業・団体
スタートアップ、医療法人、

金融機関等含む

岡山大学
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地
域
の
情
報
を
可
視
化
す
る

た
め
ま
代
表
取
締
役
社
長
の
清
水
義
弘
さ

ん
は
広
島
県
出
身
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
関

東
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
忙
し
く

働
い
て
き
た
が
、
子
ど
も
の
誕
生
や
東
日
本

大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
機
に
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
実
感
し
、
地
域

活
動
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
残
り
の
人
生
は
次
世
代
の
た
め
に
使
い
た

い
と
思
い
、
退
職
し
て
地
元
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
広
島
で
暮
ら
す
と
、
公
民
館
な
ど
自

分
の
居
場
所
に
な
り
う
る
施
設
が
近
く
に
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」

そ
の
後
、
清
水
さ
ん
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
の
公
民
館
を
巡
っ
た
。
そ
こ
で
目
に

し
た
の
は
、
ラ
ッ
ク
に
収
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト

の
チ
ラ
シ
の
数
々
。
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
告
知
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
機

会
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
の
よ

う
な
地
域
情
報
が
自
然
と
入
っ
て
く
る
よ
う

な
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
よ
う
と
、
二
〇
一
四

（
平
成
二
十
六
）
年
に
同
社
を
創
業
し
、「
た
め

ま
っ
ぷ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

「
た
め
ま
っ
ぷ
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
あ
ら

ゆ
る
人
々
が
地
域
の
中
で
、
あ
た
た
か
く
つ

な
が
る
社
会
を
創
る
こ
と
」。
情
報
シ
ス
テ

ム
や
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
専
門
家
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
活
動
情
報
を
、

ベ
ー
ス
と
な
る
地
図
と
時
間
軸
に
紐
づ
け
な

が
ら
、
誰
で
も
投
稿
で
き
る
ア
プ
リ
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

チ
ラ
シ
の
画
像
を

地
図
と
時
系
列
で
表
示

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
、
同
社
は
神

戸
市
の
「Urban Innovation K

O
BE

」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
市

が
抱
え
る
課
題
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と

市
職
員
の
協
働
に
よ
り
解
決
す
る
試
み
で
、

同
社
は
長
田
区
ま
ち
づ
く
り
課
の
「
子
育
て

イ
ベ
ン
ト
参
加
ア
プ
リ
の
実
証
開
発
」
の
課

題
で
た
め
ま
っ
ぷ
の
導
入
を
提
案
し
、
見
事

選
ば
れ
た
。
こ
の
と
き
に
改
良
し
て
つ
く
っ

た
「
た
め
ま
っ
ぷ
な
が
た
」
が
、現
在
の
「
た

め
ま
っ
ぷ
」
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
。

長
田
区
で
は
、
地
域
活
動
、
と
り
わ
け
子

育
て
世
代
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
六
十
～

七
十
代
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
一
カ
月
に

六
十
回
以
上
の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
た

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
し
チ
ラ
シ
を
作

成
し
て
も
、参
加
者
が
増
え
な
い
現
状
が
あ
っ

た
。
一
方
、
子
育
て
中
の
親
か
ら
は
「
ス
マ

ホ
で
探
し
て
も
、
見
つ
か
る
の
は
過
去
の
情

報
や
遠
方
の
情
報
ば
か
り
」「
子
ど
も
と
一
緒

に
出
か
け
た
い
が
イ
ベ
ン
ト
が
見
つ
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。

支
援
団
体
は
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
毎
回

作
っ
て
い
た
た
め
、「
た
め
ま
っ
ぷ
な
が
た
」

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た
チ
ラ
シ
の

画
像
が
、
地
図
上
で
開
催
場
所
に
表
示
さ
れ

る
仕
組
み
を
考
案
。
さ
ら
に
日
時
の
情
報
も

掲
載
す
る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
一
覧
を
時
系

列
で
表
示
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

「
利
用
者
は
、
現
在
の
位
置
を
起
点
に
、
半
径

２
キ
ロ
以
内
な
ど
指
定
し
た
距
離
内
の
イ
ベ
ン

ト
を
、
地
図
上
お
よ
び
時
系
列
で
探
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。『
今
日
は
ど
こ
に
行
こ
う

か
』
と
探
し
た
と
き
に
、
欲
し
い
情
報
が
パ
ッ

と
得
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
同

社
広
報
担
当
の
和
田
菜な

水み

子こ

さ
ん
は
説

明
す
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
管
理
の

技
術
で
同
社
は
特
許
を
取
得
し
た
。

「
た
め
ま
っ
ぷ
な
が
た
」
の
実
証
実
験
で

は
、
定
期
健
診
の
通
知
と
合
わ
せ
て
ア
プ

リ
を
周
知
し
、
認
知
度
を
上
げ
て
い
っ
た
。

利
用
者
へ
の
聞
き
取
り
を
こ
ま
め
に
行
い

「
シ
ェ
ア
機
能
が
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
を

シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
、
満
足
度
の
高
ま

り
に
伴
い
利
用
者
も
増
加
。
累
計
利
用
者

数
は
一
年
間
で
五
千
八
百
人
に
上
っ
た
。

地
域
に
合
わ
せ
て
機
能
を
拡
張

ス
マ
ホ
画
像
と
位
置
情
報
の
地
図
表
示
、

時
系
列
表
示
と
い
う
基
盤
シ
ス
テ
ム
、「
災
害

対
応
」「
回
覧
板
」「
地
域
資
源
」
な
ど
の
機
能

を
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
加
え
ら
れ
る

の
が
、「
た
め
ま
っ
ぷ
」
の
特
徴
で
も
あ
る
。

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
四
月
に
は
、

広
島
県
安
芸
郡
の
社
会
福
祉
法
人
府
中
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
「
地
域
資
源
の
見
え
る
化
」

に
お
け
る
業
務
提
携
契
約
を
締
結
。
共
に
開

発
し
た
「
た
め
ま
っ
ぷ
府
中
町
」
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
投
稿
に
加
え
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
を
投
稿
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
お
助

け
手
帳
」
の
機
能
を
追
加
し
た
。
電
球
を
交

換
し
て
く
れ
る
電
気
店
、
野
菜
を
配
達
し
て

く
れ
る
店
な
ど
、
外
出
が
ま
ま
な
ら
な
い
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
情
報
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
以
前
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
で

作
っ
て
い
た
リ
ス
ト
や
地
図
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
、
こ

の
仕
組
み
に
よ
り
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
介
護
士
が
高
齢
者
か

ら
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、
す
ぐ

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

   

地
域
内
互
助
が

   

循
環
す
る
社
会
に

現
在
進
め
て
い
る
宮
城
県
富と
み

た
め
ま
株
式
会
社  
《
広
島
市
》

子
育
て
や
介
護
福
祉
に
役
立
つ
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
自
治
会
の
回
覧
板
の
内

容
な
ど
、
地
域
情
報
を
位
置
情
報
や
写
真
と
と
も
に
共
有
で
き
る
、
地
域
情
報
ア

プ
リ
の
「
た
め
ま
っ
ぷ
」。
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
た
め
ま
は
、
情
報
を
知
り
た
い

人
と
知
っ
て
ほ
し
い
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
地
域
間
互
助
を
促
し
、
自
治
体
、
支
援

団
体
、
住
民
な
ど
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
が
共
創
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。

谷や

市
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
が
一
押

し
し
て
い
る
「
富
谷
ス
イ
ー
ツ
」
の
参
加
店

舗
の
情
報
に
加
え
て
、
富
谷
ス
イ
ー
ツ
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
共
有
し
た
り
、

富
谷
で
活
躍
す
る
人
を
「
富
谷
人
図
鑑
」
と

し
て
紹
介
し
た
り
す
る
「
た
め
ま
っ
ぷ
」
を

開
発
中
だ
。
ま
た
、
東
京
都
品
川
区
で
は
、

五
百
二
十
以
上
あ
る
地
域
活
動
団
体
の
情
報

を
見
え
る
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

ほ
か
、
愛
知
県
豊
橋
市
多
文
化
共
生
・
国
際

課
と
は
行
政
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
協

働
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、「
外

国
人
住
民
向
け
の
情
報
発
信
と
地
域
の
つ
な

が
り
づ
く
り
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
セ
ブ
ン
銀
行
と
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
事
業
創
出
に
取
り
組
ん

だ
り
、
住
民
の
接
点
と
な
る
ガ
ス
会
社
と
連
携

し
た
り
と
、共
創
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。「
た

め
ま
っ
ぷ
を
作
る
上
で
、
共
創
の
相
手
が
ど
ん

ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
た
」
と
和
田
さ
ん
は
話
す
。

「
た
め
ま
が
目
指
す
の
は
、
子
育
て
世
代
と

子
育
て
支
援
者
、
要
支
援
者
と
専
門
職
支
援

者
、外
国
人
住
民
と
町
内
会
役
員
な
ど
、困
っ

て
い
る
人
と
助
け
た
い
人
の
ゆ
る
や
か
な
つ

な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
。
今
は
支
援
の
受
け

手
と
な
っ
て
い
る
人
も
、
い
つ
か
は
支
援
の

成
り
手
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
や
っ

て
お
互
い
を
補
完
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
内

互
助
が
循
環
す
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

◆ためまっぷ   URL https://www.tamemap.net/　  写真提供：ためま株式会社　

神戸市長田区の「ためまっぷながた」の使い方を、投稿者となる支援団体の人にレクチャー

集
特

共
創
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

「ためまっぷながた」情報受発信の仕組み

マップ上でイベントの開催場所と内容が、チラシ画像とともに示
される 

「ためまっぷ府中町」では、「ちょこっとお助け手帳」機能を追加。
電球を替えてくれる電気店やデリバリー店など、暮らしに役立つ
情報が示されている

ためまっぷでは「地図表示」と「時系列表示」を切り替え可能

地
域
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
共
創
し
、

互
助
が
循
環
す
る
社
会
を
つ
く
る

イベントチラシ掲載
育児支援活動団体

イベント主催者

選定

神戸市長田区

（Urban Innovation Kobe）

ためまっぷ普及：
乳幼児健診時に案内配布

乳幼児の親 2400人

イベント
情報検索

宮城県で唯一人口が増え続けている富谷市では、
「自分のアイデアで地域を元気にしたい」という
市民同士が対話する「富谷塾」が長年開催されて
きた。この富谷塾と富谷市、ためまが協働し、
実証実験を行っている



13 12− 碧い風 Vol 100 ／ 2020.11− − 碧い風 Vol 100 ／ 2020.11−

観
光
の
島
、
宮
島
に
本
店
を
構
え
る

フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、
爽
や
か
な
海
風
に
当

た
っ
て
い
る
と
、
切
り
立
っ
た
稜
線
の
島
が
ど

ん
ど
ん
と
近
づ
い
て
く
る
。
島
影
が
観
音
様
の

寝
姿
に
例
え
ら
れ
る
こ
の
島
は
、
広
島
県
屈
指

の
観
光
地
で
あ
る
宮
島
だ
。
桟
橋
に
着
き
、
嚴

島
神
社
の
方
向
へ
歩ほ

を
進
め
る
と
、
の
ぼ
り
や

提
灯
が
ひ
し
め
く
宮
島
表
参
道
商
店
街
に
辿
り

着
く
。
嚴
島
神
社
へ
と
続
く
商
店
街
に
は
、
食

事
処
や
土
産
物
店
が
立
ち
並
び
、
食
べ
歩
き
や

買
い
物
を
楽
し
む
家
族
や
学
生
た
ち
で
賑
わ

う
。
そ
の
商
店
街
入
り
口
に
本
店
を
構
え
る
の

が
、
老
舗
の
も
み
じ
饅
頭
メ
ー
カ
ー
、
株
式
会

社
や
ま
だ
屋
で
あ
る
。

「
宮
島
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
観
光
業
に
携
わ

る
観
光
の
島
。
同
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

盛
ん
な
島
で
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活

性
化
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
教
わ
っ
て
き
ま
し

た
」
と
企
業
家
は
話
す
。
や
ま
だ
屋
代
表
取
締

役
社
長
、
そ
し
て
一
般
社
団
法
人
宮
島
観
光
協

会
会
長
を
務
め
る
中
村
靖
富
満
氏
で
あ
る
。

戦
中
・
戦
後
の
危
機
を

乗
り
越
え
た
先
人
た
ち

広
島
を
代
表
す
る
銘
菓
も
み
じ
饅
頭
は
、

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
生
ま
れ
の
菓
子

職
人
、
高
津
常つ

ね

助す
け
が
旅
館
に
依
頼
さ
れ
て
作
っ

た
も
み
じ
の
葉
を
か
た
ど
っ
た
菓
子
が
始
ま

り
と
さ
れ
る
。
こ
の
も
み
じ
饅
頭
は
後
に
他

の
菓
子
屋
で
も
自
由
に
製
造
で
き
る
よ
う
に

な
り
、そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
に
中
村
社
長
の
祖
母
に
あ
た
る
山

田
ラ
ク
氏
が
や
ま
だ
屋
を
創
業
し
た
。

「
祖
母
は
職
人
を
一
人
雇
っ
て
今
の
本
店
の
地

で
も
み
じ
饅
頭
の
製
造
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

明
治
生
ま
れ
の
祖
母
は
商
売
熱
心
で
負
け
ず

嫌
い
。
家
内
工
業
だ
っ
た
の
で
、
私
が
小
さ

い
頃
は
祖
母
が
よ
く
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
し

た
」
と
中
村
社
長
は
回
想
す
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
原
材
料
が

入
手
で
き
な
く
な
り
、
宮
島
の
菓
子
屋
は
も
み

じ
饅
頭
の
製
造
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
、
や
ま
だ
屋
を
含
む

五
つ
の
菓
子
屋
が
共
同
で
工
場
を
構
え
、
少
量

の
小
麦
粉
に
サ
ツ
マ
イ
モ
や
よ
も
ぎ
を
混
ぜ
た

パ
ン
の
代
用
食
を
製
造
し
学
校
に
納
め
た
。
こ

の
代
用
食
の
製
造
は
終
戦
後
も
細
々
と
続
い
て

い
た
が
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
ご
ろ

か
ら
業
務
用
砂
糖
が
少
量
な
が
ら
も
配
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
も
み
じ
饅
頭
製
造
が
徐
々
に

再
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

二
代
目
と
な
る
父
の
勲い

さ
お

氏
は
、
十
七
歳
で

終
戦
を
迎
え
た
。
八
月
六
日
、
原
爆
投
下
の

目
標
点
と
さ
れ
た
相あ

い

生お
い

橋
を
、
そ
の
十
五
分

前
に
市
内
電
車
で
通
過
し
た
と
い
う
。

「
あ
と
数
分
違
っ
て
い
た
ら
と
思
う
と
…
…
人

間
の
運
命
は
不
思
議
で
す
」

戦
後
、
勲
氏
は
両
親
と
と
も
に
、
や
ま
だ

屋
の
事
業
を
担
っ
て
い
く
。
昭
和
三
十
年
代

に
入
る
と
、
宮
島
の
観
光
客
は
戦
前
に
劣
ら

ず
増
え
、
も
み
じ
饅
頭
の
製
造
量
も
増
え
て

い
く
。
ま
た
、
従
来
は
手
繰
り
式
だ
っ
た
製
造

機
械
は
回
転
式
自
動
焼
き
機
に
置
き
換
わ
り
、

あ
ん
の
自
動
成
型
器
も
導
入
さ
れ
、
機
械
化

が
進
ん
で
い
っ
た
。

も
み
じ
饅
頭
ブ
ー
ム
で

製
造
量
が
急
増

高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
る
昭
和
四
十
年

代
に
な
る
と
、
観
光
バ
ス
を
利
用
し
た
団
体

旅
行
が
盛
ん
に
な
り
、
宮
島
は
観
光
で
い
っ

そ
う
賑
や
か
に
な
る
。
や
ま
だ
屋
も
他
社
同

様
、
対
岸
の
宮
島
口
や
広
島
市
内
に
店
舗
を

出
す
よ
う
に
な
り
、
百
貨
店
な
ど
へ
の
納
品

も
始
め
た
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
に
宮
島
で
生

ま
れ
た
中
村
社
長
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
繁
忙
期

に
は
箱
詰
め
を
手
伝
っ
た
り
、
饅
頭
を
焼
い
た

り
と
、
店
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
き

た
。
兄
が
大
学
を
卒
業
す
る
と
き
に
会
社
を
継

が
な
い
と
宣
言
す
る
と
、
事
業
承
継
は
次
男
の

中
村
社
長
に
委
ね
ら
れ
た
。
将
来
役
に
立
つ
か

も
し
れ
な
い
と
父
に
勧
め
ら
れ
、
高
校
卒
業
後

は
、
広
島
大
学
水
畜
産
学
部
（
現
・
生
物
生
産

学
部
）
食
品
工
業
化
学
科
に
進
学
し
た
。

一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
、
漫
才
コ
ン

ビ
B
＆
B
の
島
田
洋
七
が
、
も
み
じ
饅
頭
の

ギ
ャ
グ
を
披
露
す
る
と
、
も
み
じ
饅
頭
は
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
企
業
家

群　

像

地
域
に
生
き
る

100

挑
戦
の
積
み
重
ね
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
技
能
を
生
む

株
式
会
社
や
ま
だ
屋　

代
表
取
締
役
社
長　

中
村 

靖や

す

富ふ

満み

    

《
広
島
県
廿
日
市
市
》

p r o f i l e

中村 靖富満〈なかむら・やすふみ〉

1959年広島県廿日市市生まれ。85年広島大学卒業後、福岡県の
外食レストランチェーンに入社。86年やまだ屋に入社し、2000年
に社長就任。2002年に一般社団法人宮島観光協会会長に就任。
株式会社やまだ屋は、従業員数187名、売上高23億5000万円。

定番のもみじ饅頭。丁寧に何度も水にさらしたこしあんは、昔ながらの
あっさりとした美味しさ　写真提供：株式会社やまだ屋文：城市 奈那     写真撮影：中野 章子（広島市在住）
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「
売
り
上
げ
は
一
気
に
一・五
倍
に
な
り
、
早
朝

か
ら
深
夜
ま
で
機
械
を
動
か
し
て
、
製
造
を
や

り
く
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
当
時
私
は
大
学

生
で
、
休
み
に
入
る
と
職
人
さ
ん
と
一
緒
に
材

料
と
機
械
を
持
っ
て
、
デ
パ
ー
ト
の
催
し
物
会

場
で
実
演
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
ー
ム

の
影
響
で
売
れ
行
き
は
好
調
で
し
た
」

大
学
卒
業
後
は
、
福
岡
県
の
外
食
レ
ス
ト

ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
に
就
職
。
日
々
、
在
庫
管
理

や
コ
ス
ト
管
理
に
目
を
配
り
、
サ
ー
ビ
ス
が

細
か
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
会
社
の
中
で
、

家
業
と
は
違
う
学
び
を
得
た
。

も
み
じ
饅
頭
以
外
に

多
様
な
商
品
を
開
発

中
村
社
長
は
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）

年
に
宮
島
に
戻
り
、
や
ま
だ
屋
に
入
社
す
る
。

自
分
の
代
で
事
業
を
拡
大
さ
せ
た
い
と
や
る

気
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
が
、
当
時
父
は

五
十
代
後
半
で
、
社
長
と
し
て
脂
が
乗
り
切
っ

て
い
た
時
期
だ
っ
た
。

「
変
え
る
べ
き
こ
と
を
訴
え
て
も
、
自
分
の
思

う
こ
と
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
父
は
前
向
き
で
先

進
的
な
人
。
信
念
を
持
っ
て
仕
事
に
打
ち
込
む

姿
を
見
て
、
自
営
業
は
オ
ー
ナ
ー
が
強
い
思
い

を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
学
び
ま
し
た
」

父
の
勲
氏
の
先
進
性
は
、
同
社
の
商
品
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
に
見
て
取
れ
る
。
一
九
八
四
（
昭

和
五
十
九
）
年
に
株
式
会
社
ミ
ヤ
ト
ヨ
本
店
が

「
チ
ー
ズ
も
み
じ
」
を
発
売
す
る
と
、
爆
発
的

な
人
気
を
博
す
。
あ
ん
以
外
の
変
わ
り
種
の
も

み
じ
饅
頭
に
対
し
、
最
初
は
冷
や
や
か
な
目
線

を
送
っ
て
い
た
同
業
者
も
、
そ
の
人
気
が
続
く

の
を
見
て
商
品
を
開
発
し
始
め
た
。

や
ま
だ
屋
で
は
、「
抹
茶
も
み
じ
」
や
「
ク

リ
ー
ム
も
み
じ
」
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
、

や
ま
だ
屋
ら
し
い
商
品
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
る
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
覆
っ
た
「
チ
ョ

コ
も
み
じ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
も
こ
の
時
期
に

生
ま
れ
た
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
生
地
で
包
む
と
、
焼
い

た
時
に
溶
け
て
し
ま
う
た
め
、
や
ま
だ
屋
で

は
カ
ス
テ
ラ
生
地
を
作
っ
て
冷
ま
し
た
後
、

溶
か
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
外
側
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
製
法
を
取
り
入
れ
た
。
こ
れ

は
勲
氏
が
工
場
の
隅
で
日
々
試
行
し
な
が
ら

生
み
出
し
た
製
法
だ
。

「
職
人
肌
と
い
い
ま
す
か
、
お
い
し
い
も
の
を

作
り
た
い
、
本
来
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
風
味

を
お
客
さ
ま
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
で
、
他
の
人
が
や
り
た
が
ら
な
い

こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
」

も
う
一
つ
の
顔
と
な
っ
た
桐
葉
菓

そ
し
て
、
現
在
同
社
の
新
た
な
顔
と
し
て

定
着
し
て
い
る
「
桐と

う

葉よ
う

菓か

」
は
、
勲
氏
と
中

村
社
長
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
銘
菓
だ
。
桐
葉

菓
は
こ
し
あ
ん
と
粒
あ
ん
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

あ
ん
を
、
餅
粉
の
生
地
で
包
ん
だ
四
角
い
焼

き
菓
子
で
、
も
ち
も
ち
と
し
た
生
地
と
し
っ

と
り
と
し
た
あ
ん
が
、
独
特
の
食
感
を
生
み

出
し
て
い
る
。

桐
葉
菓
は
、
も
と
も
と
京
都
の
企
業
が
宮

島
に
出
店
し
た
際
、
そ
こ
で
販
売
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
開
発
を
依
頼
さ
れ
た
菓

子
を
原
型
と
し
て
い
る
。
評
判
は
良
か
っ
た

も
の
の
、
企
業
が
宮
島
か
ら
撤
退
し
た
後
は

廃
版
と
な
っ
て
い
た
。

中
村
社
長
は
広
島
青
年
会
議
所
の
茶
道
同

好
会
で
毎
月
茶
道
を
学
ん
で
い
た
が
、
あ
る

日
上う

え

田だ

宗そ
う

箇こ

流
の
家
元
よ
り
、「
東
京
へ
お
稽

古
に
行
く
際
に
、
お
土
産
と
し
て
渡
せ
る
焼

き
菓
子
は
作
れ
な
い
か
」
と
依
頼
を
受
け
た
。

勲
氏
に
相
談
し
、
好
評
だ
っ
た
餅
粉
入
り
の

丸
形
の
菓
子
を
、
座
布
団
の
よ
う
な
角
形
に

し
て
さ
ら
に
味
も
改
良
し
た
。
家
元
か
ら
「
桐

葉
菓
」
の
名
を
授
か
り
、
中
央
に
は
上
田
宗

箇
流
の
家
紋
の
一
つ
、「
陰か

げ

上う
え

田だ

桐ぎ
り

」
を
あ
し

ら
っ
た
。

当
初
、
桐
葉
菓
は
直
売
店
の
み
で
販
売
し

て
い
た
が
、
評
判
を
呼
び
、
売
り
上
げ
は
毎
年

三
～
五
割
伸
び
て
い
た
。
二
〇
〇
二
（
平
成

十
四
）
年
に
は
、
第
二
十
四
回
全
国
菓
子
大
博

覧
会
で
、
最
高
賞
と
な
る
名
誉
総
裁
賞
を
受
賞

し
た
。
今
で
は
同
社
の
売
上
高
の
三
分
の
一
を

占
め
る
。

「
小
麦
粉
と
違
っ
て
ふ
ん
わ
り
と
焼
き
上
が
ら

な
い
餅
粉
を
使
っ
て
、
お
い
し
い
生
地
を
ど

う
作
る
か
、
不
良
品
を
ど
う
減
ら
す
か
。
現

場
の
工
場
で
は
、
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
を
維

持
し
つ
つ
、
改
良
を
続
け
て
い
ま
す
」

新
ブ
ラ
ン
ド
や

コ
ラ
ボ
商
品
に
も
挑
戦

中
村
社
長
は
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年

に
社
長
に
就
任
後
、
品
質
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
の
開
発

や
新
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
も
積
極
的
に

行
っ
て
き
た
。

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
に
は
、
Ｊ
Ａ

広
島
果
実
連
と
一
年
以
上
試
行
を
重
ね
、
広

島
特
産
の
レ
モ
ン
と
み
か
ん
を
取
り
込
ん
だ

「
み
か
ん
も
み
じ
」「
レ
モ
ン
も
み
じ
」
を
開

発
し
た
。
同
年
、
同
社
で
培
っ
た
技
術
を
生

か
し
、
洋
菓
子
の
新
ブ
ラ
ン
ド
「Ｒ

Ａ
Ｋ
Ｕ

山

田
屋
」
を
立
ち
上
げ
た
。
さ
ら
に
『
週
刊
少
年

マ
ガ
ジ
ン
』
に
連
載
し
て
い
た
広
島
県
出
身

の
瀬
尾
公こ

う

治じ

氏
に
よ
る
マ
ン
ガ
『
君
の
い
る

町
』
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
商
品
も
販

売
し
、
話
題
と
な
っ
た
。

「
も
み
じ
饅
頭
以
外
は
作
ら
な
い
と
い
う
メ
ー

カ
ー
も
多
い
中
で
、
な
ぜ
当
社
は
作
っ
て
い

る
か
。
自
分
た
ち
の
領
域
か
ら
飛
び
出
し
て

挑
戦
を
す
る
こ
と
で
、
発
見
が
あ
っ
た
り
、

技
術
や
工
夫
が
生
ま
れ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

挑
戦
か
ら
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
と
、
現

場
に
も
喜
び
が
生
ま
れ
ま
す
。
競
争
の
激
し

い
製
造
業
だ
か
ら
こ
そ
、『
や
ま
だ
屋
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
技
能
』
を
蓄
積
し
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
」

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
に
は
二
つ

の
工
場
を
集
約
し
、
廿
日
市
市
に
新
工
場
「
お

お
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
新
設
し
た
。
自
身

の
夢
で
も
あ
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な

工
場
で
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
も
み
じ
饅
頭
の
製

造
工
程
の
見
学
が
可
能
で
、
手
焼
き
の
体
験

も
で
き
る
。
し
か
し
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
意

識
し
て
制
服
を
リ
ー
ス
に
し
清
掃
を
外
注
す

る
と
、
経
費
が
経
営
に
重
く
の
し
か
か
っ
た
。

「
五
十
歳
の
時
、
借
金
を
す
る
な
ら
今
だ
と
思

い
、
少
し
背
伸
び
し
て
工
場
を
新
設
し
ま
し

た
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
最
初

の
二
年
は
か
な
り
の
赤
字
に
な
り
頭
を
悩
ま

せ
ま
し
た
が
、
生
産
工
程
の
見
直
し
や
コ
ス

ト
削
減
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な

で
乗
り
切
り
ま
し
た
」

自
分
ら
し
さ
を
出
そ
う
と
し
て
、
失
敗
し

た
こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
誰
も

や
ら
な
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
チ
ャ

ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
と
中
村
社
長
は
話
す
。

「
競
合
他
社
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、
位

置
関
係
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
父
は
他
社
が
や

ら
な
い
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
そ
の
積

み
重
ね
が
今
の
や
ま
だ
屋
の
強
み
に
な
っ
て

い
る
。『
や
ま
だ
屋
な
ら
や
っ
て
く
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

で
、
挑
戦
す
る
権
利
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」

観
光
の
島
を
ど
う
復
活
さ
せ
る
か

中
村
社
長
は
、
二
〇
〇
二
年
に
宮
島
観
光
協

会
の
会
長
に
就
任
し
た
。宮
島
の
来
島
者
数
は
、

嚴
島
神
社
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
な
ど
に
よ
り
伸
び
続
け
、

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
に
は
、
過
去
最
高

の
四
百
六
十
五
万
人
強
を
記
録
し
た
。
そ
こ
で

起
き
た
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
。宮
島
の
商
店
街
は
四
～
五
月
は
閉
店
し
、

六
月
は
前
年
比
三
割
、
七
月
は
前
年
比
四
割
の

売
上
高
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
西
日
本
豪
雨
で
も
数
カ
月
売
り
上
げ
は
停
滞
し

た
が
、
今
度
は
も
っ
と
厳
し
い
。
観
光
事
業
は

大
打
撃
を
受
け
て
い
る
」
と
中
村
社
長
は
話
す
。

近
隣
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
〝
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〟
が
注
目
さ
れ
る
中
、
宮
島

で
も
地
元
の
人
に
繰
り
返
し
来
て
も
ら
え
る

よ
う
な
魅
力
の
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
朝
フ
ェ
リ
ー
で
着
い
た
と
き

の
凛
と
し
た
空
気
感
、
大
鳥
居
の
向
こ
う
か

ら
見
え
る
夕
日
、
自
然
崇
拝
の
も
と
で
神
道

と
仏
教
が
共
存
し
て
き
た
歴
史
。
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
切
り
口
で
宮
島
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
を
図
っ
て
い
く
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
戦
中
戦

後
の
製
造
中
止
以
来
の
困
難
な
状
況
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
努
力
や
我
慢

に
学
び
な
が
ら
、
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

◆株式会社やまだ屋：0829（44）0037   URL https://momiji-yamadaya.co.jp/　  
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キラリ、
輝く元気企業

73

廃
ガ
ラ
ス
の
無
害
化
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
で
、

乾
燥
地
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
る

進
め
て
い
る
。

 

そ
し
て
、さ
ら
に
そ
の
先
へ

ま
さ
に
世
界
を
ま
た
に
か
け
る
活
躍
だ

が
、
続
き
は
ま
だ
あ
る
。
ド
バ
イ
、
ス
ー
ダ

ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
南
ア
フ
リ

カ
、
そ
し
て
今
も
実
証
実
験
が
進
む
南
米
ペ

ル
ー
と
、
竹
内
社
長
の
活
動
範
囲
は
も
は
や

国
境
な
き
レ
ベ
ル
だ
が
、
一
体
こ
の
先
ど
こ

へ
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
？

「
水
の
次
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
水
が
あ
れ
ば

農
作
が
進
み
、
食
糧
が
手
に
入
り
、
産
業
に
も

つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
れ
ば
地
下
水
を
く
み
上
げ
た
り
電
灯
を
灯

し
た
り
で
き
る
。
農
業
が
も
っ
と
発
展
し
、

夜
は
光
の
下
で
文
化
的
に
暮
ら
せ
る
で
し
ょ
う
」

竹
内
社
長
は
、
す
で
に
次
の
「
ジ
ャ
パ
ン

ク
オ
リ
テ
ィ
」
を
見
据
え
て
い
る
。

（
文
・
角
田 

治
）

乾
燥
地
の
農
業
で
保
水
材
と
し
て
使
え
る
発
泡
材
「
ポ
ー
ラ
ス
αア

ル
フ
ァ

」
を
開
発
し
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
発
展
途
上
国
で
実
証
実
験
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
認
め

ら
れ
、
導
入
先
や
活
用
分
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

 

鳥
取
か
ら
ア
フ
リ
カ
の

 

乾
燥
地
農
業
の
た
め
に

鳥
取
市
か
ら
山
陰
道
を
西
へ
。
鳥
取
県
の

ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
ま
っ
す
ぐ
な
道
路
が
十

キ
ロ
ほ
ど
続
く
。
そ
の
南
に
は
雄
大
な
緑
の

農
地
が
広
が
る
。

今
で
は
想
像
し
に
く
い
が
、
か
つ
て
こ
の

地
は
「
荒
浜
」
と
呼
ば
れ
た
不
毛
の
地
だ
っ

た
。
江
戸
時
代
の
終
わ
り
、
あ
る
村
人
が
私

財
を
投
じ
て
行
っ
た
灌か

ん

漑が
い
事
業
が
成
果
を
上

げ
、の
ち
の
北
条
砂
丘
開
拓
に
つ
な
が
っ
た
。

鳥
取
再
資
源
化
研
究
所
の
あ
る
北
栄
町
東
園

は
、
こ
の
事
業
の
中
心
人
物
・
桝ま

す

田だ

新し
ん

蔵ぞ
う
の

生
ま
れ
た
村
で
あ
る
。

国
土
の
四
分
の
三
が
砂
漠
の
国
・
モ
ー
リ

タ
ニ
ア
を
は
じ
め
ア
フ
リ
カ
の
国
々
と
自
社

製
品
を
灌
漑
事
業
で
つ
な
ご
う
と
尽
力
す
る

同
社
の
竹
内
義よ

し

章あ
き
社
長
と
、
砂
丘
開
拓
の
礎

を
築
い
た
枡
田
新
蔵
が
重
な
っ
て
見
え
る
。

「
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
で
の
初
め
て
の
実
証
実
験
で
、

同
じ
水
の
量
で
三
倍
近
い
収
量
が
あ
り
、
手

応
え
を
感
じ
た
」と
竹
内
社
長
は
振
り
返
る
。

鳥
取
市
に
あ
る
鳥
取
大
学
乾
燥
地
研
究

セ
ン
タ
ー
と
同
社
が
製
造
す
る
廃
ガ
ラ
ス
を

使
っ
た
礫れ

き

材
が
、
保
水
材
と
し
て
使
え
る
は

ず
だ
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
あ
る
程
度
の
勝

算
は
あ
っ
た
が
、見
事
に
こ
れ
が
当
た
っ
た
。

 

主
力
商
品「
ポ
ー
ラ
ス
α
」の

 

開
発
に
成
功

同
社
は
、
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
創

業
の
比
較
的
若
い
会
社
だ
。
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど

の
廃
ガ
ラ
ス
を
カ
ル
シ
ウ
ム
と
混
ぜ
合
わ
せ

て
焼
き
、
庭
に
敷
く
石
や
外
構
工
事
の
埋
め

戻
し
材
に
変
え
る
、
い
わ
ゆ
る
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
の
会
社
で
、
竹
内
社
長
は
三
代
目
社
長

で
あ
る
。
前
職
は
銀
行
員
だ
っ
た
。

「
私
が
就
任
し
た
当
時
に
作
っ
て
い
た
の
は
、

砂
や
石
の
代
わ
り
に
使
う
『
代
用
品
』
で
価

格
競
争
が
厳
し
い
分
野
だ
っ
た
」

そ
こ
で
、
販
路
開
拓
や
製
品
開
発
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
る
べ
く
走
り
回
り
、
鳥
取
県
商
工

労
働
部
を
通
じ
て
鳥
取
大
学
と
の
共
同
研
究

が
始
ま
る
。「
週
に
四
日
は
通
っ
た
」
と
い
う

ほ
ど
通
い
詰
め
、
主
力
商
品
「
ポ
ー
ラ
ス
α
」

の
開
発
に
成
功
し
た
。
ポ
ー
ラ
ス（porous

）

と
は
「
多
孔
質
」
を
意
味
し
、
そ
の
名
の
通

り
多
く
の
気
泡
を
持
つ
。

さ
ら
に
、
鳥
取
大
学
乾
燥
地
研
究
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
至
り
、
乾
燥
地
農
業
に
役

立
つ
保
水
材
と
し
て
の
実
現
性
に
光
が
見
え

た
。
農
業
分
野
で
の
利
用
に
お
い
て
は
、
大

半
の
ガ
ラ
ス
製
品
に
含
ま
れ
る
鉛
や
ヒ
素
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
に
含
ま

れ
る
ア
ン
チ
モ
ン
な
ど
有
害
物
質
を
無
害
化

す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
が
、
こ
の
点
も
ク

リ
ア
で
き
た
。
同
社
は
こ
の
無
害
化
の
技
術

で
特
許
を
取
得
し
た
。

 

モ
ロ
ッ
コ
に
現
地
法
人
を
設
立

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
、
乾
燥
地

農
業
の
研
究
の
た
め
セ
ン
タ
ー
に
国
費
留
学

し
て
い
た
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
人
学
生
が
橋
渡
し

役
と
な
り
、
同
国
で
初
め
て
実
証
実
験
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
成
果
報
告
を
見
た

ケ
ニ
ア
か
ら
招
か
れ
、
そ
の
後
続
い
た
セ
ネ

ガ
ル
や
モ
ロ
ッ
コ
で
の
実
証
実
験
で
も
成
果

を
上
げ
た
。
栽
培
品
種
も
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
か

ら
ト
マ
ト
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ス

イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
長
ネ
ギ
と
幅
広
い
。
水
と

肥
料
を
半
分
に
減
ら
し
て
も
収
量
は
二
〜
三

割
増
加
す
る
な
ど
目
を
見
張
る
結
果
が
得
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
成
果
も
あ
り
、
二
〇
一
七

（
平
成
二
十
九
）
年
、
モ
ロ
ッ
コ
に
現
地
法

人
を
立
ち
上
げ
た
。

と
言
葉
に
す
る
と
、
順
調
に
成
功
を
重
ね

て
き
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
決
し
て
簡
単

な
道
で
は
な
か
っ
た
。

海
外
で
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
誰
も
や
っ
た

こ
と
の
な
い
実
験
に
挑
戦
す
る
の
だ
。
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
言
語
や

国
民
性
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何
し

ろ
物
理
的
に
遠
い
。
実
験
用
の
大
量
の
礫
材

を
持
ち
込
め
ば
関
税
も
か
か
る
。
モ
ロ
ッ
コ

で
は
関
税
率
二
十
五
％
が
課
せ
ら
れ
た
が
、

数
カ
月
粘
り
続
け
て
二・
五
％
に
ま
で
引
き

下
げ
た
。
こ
れ
に
は
、
交
渉
に
力
を
貸
し
た

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
J
E
T
R
O
）
の
ス

タ
ッ
フ
さ
え
「
大
企
業
な
ら
と
も
か
く
、
ほ

と
ん
ど
の
中
小
企
業
は
諦
め
て
し
ま
う
」
と

舌
を
巻
い
た
。
こ
れ
が
現
地
法
人
の
設
立
と

も
な
る
と
、
さ
ら
に
難
し
い
こ
と
は
想
像
で

き
る
。
ど
う
や
ら
同
社
の
強
さ
の
秘
密
は
こ

こ
に
あ
り
そ
う
だ
。

「
諦
め
の
悪
い
人
間
で
な
け
れ
ば
無
理
。
私

は
諦
め
が
悪
い
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、
銀
行

時
代
の
自
分
な
ら
真
っ
先
に
や
め
た
で
し
ょ

う
」
と
笑
う
。
一
体
、
竹
内
社
長
の
何
が
そ

う
さ
せ
た
の
か
？

「
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
を
初
め
て
訪
ね
た
と
き
出

会
っ
た
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
す
が
る
よ
う

な
目
を
、
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
」

食
べ
物
は
十
分
で
な
く
、
飲
み
水
さ
え
不

足
す
る
厳
し
い
環
境
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
希

望
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
日
本
人
の
訪

問
を
歓
迎
し
、
わ
ず
か
な
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

で
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

「
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
あ
の
目
に
は
、
私

を
つ
き
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
」

そ
う
懐
か
し
む
。

 

ア
フ
リ
カ
で
目
に
し
た

 「
ジ
ャ
パ
ン
ク
オ
リ
ティ
」

ア
フ
リ
カ
各
地
を
訪
ね
た
竹
内
社
長
は
、

至
る
所
で
活
躍
す
る
日
本
製
品
を
目
に
し

た
。
特
に
バ
イ
ク
と
自
動
車
。
中
古
タ
イ
ヤ

さ
え
日
本
製
は
有
り
難
が
ら
れ
た
。

「
彼
ら
は
日
本
製
品
を
『
ジ
ャ
パ
ン
ク
オ
リ

テ
ィ
』
と
呼
ん
で
大

切
に
し
て
い
る
ん
で

す
。
役
に
立
つ
製
品

を
作
れ
ば
、
ず
っ
と

使
い
続
け
て
く
れ

る
。
そ
れ
は
わ
れ
わ

れ
の
先
輩
が
や
っ
て

く
れ
た
こ
と
。
だ
か

ら
私
な
り
の
『
ジ
ャ

パ
ン
ク
オ
リ
テ
ィ
』

を
ポ
ー
ラ
ス
α
で
や

ろ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
」

現
在
は
本
社
工
場
で
ポ
ー
ラ
ス
α
を
製
造

し
て
国
内
へ
流
通
、
あ
る
い
は
海
外
に
輸
出

し
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
産
拠
点
を

構
え
る
計
画
も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
後
は
製
品
の
製
造
・
販
売
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
製
造
プ
ラ
ン
ト
へ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
も
進
め
て
い
く
。
そ
の
第
一

弾
と
し
て
先
頃
、
京
都
府
の
リ
サ
イ
ク
ル
会

社
が
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
し
、
稼
働
に
向

け
て
準
備
中
だ
。

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ス
α
の
可
能
性
は
灌
漑
以

外
の
分
野
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
塩
類
集
積

土
壌
の
修
復
、
つ
ま
り
、
塩
害
に
よ
り
農
地

と
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
土
地
か
ら
塩
を
取

り
除
く
環
境
活
動
に
ポ
ー
ラ
ス
α
が
使
わ
れ

る
の
だ
と
い
う
。
丸
紅
株
式
会
社
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
り
、
カ
タ
ー
ル
を
舞
台
に
、
同
社

と
鳥
取
大
学
、
カ
タ
ー
ル
大
学
と
の
連
携
で

二酸化ケイ素、酸化カルシウム、酸化ナトリウムなど
から構成されるポーラスα

収集した廃ガラス

南アフリカ共和国のブドウ農園でポーラスαを導入　写真提供：株式会社鳥取再資源化研究所

◆株式会社鳥取再資源化研究所：0858（49）6230   URL http://www.t-rrl.jp/　  写真提供：角田 治

ポーラスαの生成工程

廃ガラスビン

破砕 粉砕 発泡材
混合

高温
焼成1

破砕後
ガラスカレット1 粉砕後

ガラスパウダー2 高温焼成後
ガラス発泡体3

2 3 4

貝殻

粉砕 高温焼成

発泡
材混
合

鳥取再資源化研究所社屋
前職は銀行員だった
竹内義章社長

株
式
会
社
鳥
取
再
資
源
化
研
究
所  

《
鳥
取
県
北
栄
町
》



ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と
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「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

「
よ
う
こ
そ
、
ゆ
ら
ら
へ
」

岡
山
市
北
区
の
住
宅
街
に
あ
る
「
入
浴
特

化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
ら
ら
」を
訪
ね
る
と
、

利
用
者
の
方
々
が
、
そ
う
言
っ
て
笑
顔
で
出

迎
え
て
く
れ
た
。

「
ゆ
ら
ら
」
は
、
介
護
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
、

ど
ん
な
人
で
も
安
心
し
て
お
風
呂
に
入
り
、

一
日
を
楽
し
く
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
場

所
だ
。
そ
ん
な
「
断
ら
な
い
」
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
掲
げ
て
「
ゆ
ら
ら
」
を
開
業
し
た
の
は
、

看
護
師
の
永
末
加
奈
絵
さ
ん
。

永
末
さ
ん
は
、
看
護
師
と
し
て
約
十
年
間

に
わ
た
り
病
院
勤
務
を
し
た
後
、
一
念
発
起

し
「
ゆ
ら
ら
」
を
立
ち
上
げ
た
。

医
療
か
ら
介
護
へ
。
そ
こ
に
は
ど
ん
な
思

い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

看
護
師
と
し
て
の
や
り
が
い
と

退
院
後
の
患
者
へ
の
思
い

永
末
さ
ん
が
看
護
の
道
を
志
し
た
の
は
、

中
学
生
の
頃
。
入
院
中
の
母
親
を
見
舞
う

た
め
、
病
院
に
足
し
げ
く
通
っ
た
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
看
護
師
た
ち
に
憧
れ
た
と
い

う
。
高
校
に
上
が
る
頃
に
は
看
護
師
に
な
る

と
決
意
し
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年

に
看
護
師
免
許
を
取
得
し
た
。
総
合
病
院

の
脳
神
経
外
科
や
整
形
外
科
に
勤
務
し
、

急
性
期
の
現
場
で
、
看
護
師
と
し
て
の
経
験

を
積
ん
で
き
た
。

多
忙
な
日
々
の
中
で
や
り
が
い
を
感
じ
な

が
ら
も
、
永
末
さ
ん
は
ど
う
し
て
も
、
患
者

た
ち
の
「
退
院
後
の
生
活
」
が
気
に
な
っ
た
。

「
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多
く
、
手
術
を
し
て

も
、
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、
完
全
に
は
回
復

し
な
い
方
も
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
患
者
さ

ん
が
退
院
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
家
で
の
生

活
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
ご
家
族
は
介
護
疲

れ
に
な
っ
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な

こ
と
が
気
に
な
っ
た
ん
で
す
。
医
療
現
場
に

い
る
と
、
退
院
後
の
患
者
さ
ん
の
様
子
を
知

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
外
来
に

来
ら
れ
た
時
に
お
顔
を
見
か
け
る
く
ら
い
で

す
。
そ
の
先
を
知
り
た
い
、
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
い
き
ま
し
た
」

看
護
師
と
し
て
十
年
目
を
迎
え
た
時
、
永

末
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
振
り
返
り
、

生
涯
を
か
け
て
や
り
た
い
仕
事
は
何
か
と
考

え
た
。
そ
し
て
介
護
事
業
へ
の
道
を
目
指
し

始
め
た
と
い
う
。

起
業
を
決
意

後
悔
し
な
い
人
生
を

し
か
し
介
護
に
つ
い
て
は
、
看
護
学
校
の

実
習
で
介
護
現
場
に
行
っ
た
の
み
で
、
知
識

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
永
末
さ

ん
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
の
春
に

病
院
を
退
職
し
た
の
ち
、
い
く
つ
か
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
、
半
年
ほ
ど
働
い
た
。
働
き
な

が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専

門
員
）
の
資
格
試
験
に
挑
戦
。
そ
こ
で
知
識

を
補
っ
た
。

永
末
さ
ん
は
病
院
を
退
職
す
る
前
年
の
暮

れ
に
、
離
婚
を
経
験
し
て
い
た
。
当
時
子
ど

も
は
二
歳
。
そ
れ
で
も
、
開
業
す
る
決
意
は

固
か
っ
た
と
い
う
。

「
私
生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も

『
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』が
自
分
の
中
に
た
ま
っ

て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
に
し
た
く
な
い
。『
正
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』

に
転
換
し
て
、
前
向
き
に
、
自
分
や
子
ど
も

の
た
め
に
使
い
た
い
。
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、

や
り
た
い
こ
と
を
や
ろ
う
。
そ
ん
な
思
い
で
、

必
死
に
走
り
続
け
ま
し
た
」

永
末
さ
ん
は
、
昨
年
（
二
〇
一
九
年
）、「
第

三
回
中
国
地
域
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」
で
優
秀
賞
（
中
国
経
済
連

合
会
会
長
賞
）
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
そ
の
推

薦
で
、
中
小
企
業
庁
が
主
催
す
る
「Japan 

Challenge Gate 2020 

～
全
国
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
～
」
に
も
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
八
名
に
選
出
さ
れ
た
。

開
業
資
金
の
相
談
に
行
っ
た
銀
行
で
、
こ

う
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
の
を
知
っ
た
と

い
う
。「
賞
は
信
用
に
な
る
か
ら
」
と
の
助

言
を
受
け
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

の
勉
強
に
も
励
ん
だ
。

「
う
ち
は
両
親
も
起
業
家
や
自
営
業
で
は
な

い
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
や
り
始
め
た
ら
怖
い
気
持
ち
も
出

て
き
ま
し
た
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
賞
を

い
た
だ
き
、
融
資
も
受
け
ら
れ
、
店
舗
が
建

ち
、
従
業
員
も
集
ま
っ
た
。
も
う
後
に
は
引

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

高
齢
者
に
と
っ
て
の
入
浴
の

重
要
性
と
高
い
ハ
ー
ド
ル

「
ゆ
ら
ら
」
は
入
浴
に
特
化
し
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
だ
。
特
殊
介
護
浴
槽
を
導
入
し
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
介
助
す
る
。

永
末
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
も
お
風
呂
に
こ

だ
わ
り
た
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、

高
齢
者
が
在
宅
生
活
を
送
る
中
で
、
大
き
な

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
が
入
浴
だ
か
ら
だ
。

家
の
中
で
事
故
が
多
い
の
も
、
お
風
呂
だ
。

ま
た
、
毎
日
入
浴
す
る
高
齢
者
は
週
二
回

以
下
の
人
と
比
べ
、
要
介
護
認
定
の
リ
ス
ク

が
三
割
近
く
も
減
少
す
る
と
い
う
論
文
も
出

て
い
る※

。

96

介
護
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
、あ
ら
ゆ
る
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
浴

で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
永
末
加
奈
絵
さ
ん

《
岡
山
市
》

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
要
介
護
度
の
高
い
高
齢
者
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通
所
介
護
）や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
施
設
か
ら
利
用
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、

ど
ん
な
介
護
レ
ベ
ル
の
人
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
入
浴
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
業
し
た
永
末
加
奈
絵
さ
ん
。
看
護
師
経
験
を
生
か
し
、介
護
の
世
界
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
む
。

p r o f i l e

永末 加奈絵〈ながすえ・かなえ〉

株式会社 Nライフケア代表取締役兼看護師
岡山県出身。2009年に看護師免許を取得し、中国労災病院、岡山ろうさい病院
にて、約10年にわたり、医療の最前線で看護師としての実務経験を積む。2019年、
理想とする福祉の場を自らつくるため、起業。「入浴特化型デイサービスゆらら」
を立ち上げる。

文：黒部 麻子（岡山県倉敷市在住）    写真撮影：松本 紀子（岡山県瀬戸内市在住）

朝8時半から16時過ぎまで、入浴を中心として一日をゆったりと
過ごせる「ゆらら」　写真提供：株式会社Nライフケア

※出典：千葉大学・一般社団法人日本老年学的評価研究機構プレスリリース「お風呂の習慣（浴槽入浴）
　　　 で要介護認定が3割減 ~高齢者約1万4千人 3年間の追跡調査より~」（2018年11月）
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「
高
齢
に
な
る
と
、
得
て
し
て
お
風
呂
を
省

き
が
ち
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ
て
、

浴
槽
を
ま
た
ぐ
と
い
う
動
作
は
と
て
も
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
入
る
と
し
て
も
シ
ャ
ワ
ー
だ

け
に
な
り
や
す
い
。
で
も
、
ど
ん
な
に
要
介

護
度
が
高
く
て
も
、
何
と
か
自
然
な
形
で
、

今
ま
で
入
っ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
お
風

呂
に
入
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
初
期
費

用
は
高
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
妥
協
し

た
く
な
か
っ
た
。『
久
々
に
湯
船
に
浸
か
っ

た
わ
』『
気
持
ち
よ
か
っ
た
』
な
ど
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
と
、本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」

「
ゆ
ら
ら
」
で
は
、
朝
八
時
半
の
お
迎
え
か

ら
十
六
時
過
ぎ
ま
で
、入
浴
を
中
心
と
し
て
、

ラ
ジ
オ
体
操
や
リ
ハ
ビ
リ
、
昼
食
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
一
日
を
ゆ
っ
く
り
充
実

し
て
過
ご
せ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
へ
出
か
け
る
こ
と
で
、
利
用
者
に

と
っ
て
は
社
会
的
な
交
流
に
も
な
り
、
家
族

に
と
っ
て
は
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
（
一
時
的
な

休
息
）
に
も
な
っ
て
い
る
。

看
護
師
経
験
を
生
か
し

誰
で
も
入
浴
で
き
る
施
設
を

永
末
さ
ん
は
、「
今
ま
で
の
よ
う
に
自
然

に
入
浴
で
き
る
」
だ
け
で
な
く
、「
ど
ん
な

人
で
も
入
浴
で
き
る
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
た
い
と
い
う
。

二
十
四
時
間
の
点
滴
が
必
要
だ
っ
た
り
、

気
管
切
開
に
よ
っ
て
痰
が
多
い
な
ど
、
医
療

的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
た
め
、
他
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
断
ら
れ
て
「
ゆ
ら

ら
」
に
や
っ
て
く
る
人
も
多
い
と
い

う
。
永
末
さ
ん
は
「
車
い
す
に
乗
っ

て
、
こ
こ
ま
で
送
迎
の
車
で
来
て
も

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
福
祉
の

経
験
が
少
な
い
分
、
染
ま
っ
て
な
い
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
ん
な
永
末
さ
ん
の
奮
闘
ぶ
り
は
、
利
用

者
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
見
学
者
に

「
ゆ
ら
ら
」
の
良
さ
を
伝
え
て
く
れ
た
り
、
永

末
さ
ん
に
詩
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、〝
社
訓
〟

を
考
え
て
き
て
く
れ
る
人
も
い
る
と
い
う
。

入
院
す
る
際
に
「
ゆ
ら
ら
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
病
院
に
持
っ
て
い
っ
て
、〝
宣
伝
〟
し

て
く
れ
る
利
用
者
も
。「
み
な
さ
ん
に
支
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
永
末
さ
ん
は
笑
う
。

永
末
さ
ん
は
、
秋
か
ら
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、活
躍
の
シ
ー
ン
を
広
げ
る
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
利
用
者
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
（
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
）
の
作
成
や
、
事
業

者
と
の
調
整
を
行
う
仕
事
だ
。
今
後
、
よ
り

包
括
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
意

気
込
み
を
語
る
永
末
さ
ん
。
既
成
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
て
、
銭
湯
の
よ
う
に
、
よ
り
気

軽
に
楽
し
く
集
え
る
「
ゆ
ら
ら
」
を
目
指
し

て
い
る
。

こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品

《
広
島
県
呉
市
》
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瀬
戸
内
海
国
立
公
園
・
野
呂
山
の
東と
う

麓ろ
く

を

流
れ
る
野
呂
川
ほ
と
り
の
里
山
で
酒
造
り
を

営
む
盛
川
酒
造
。「
汲く

む
ほ
ど
に
味
も
香
り
も

深
き
酒
」
の
言
葉
を
掲
げ
、
創
業
か
ら
食
中

酒
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。
一
九
四
五
（
昭
和

二
十
）
年
の
枕
崎
台
風
で
創
業
蔵
な
ど
建
屋

の
大
半
を
失
い
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）

年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
蔵
の
浸
水
被
害
を
受

け
る
な
ど
、
幾
度
も
苦
難
を
経
験
し
た
が
、

酒
造
り
の
灯
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
の
思
い

で
乗
り
越
え
て
き
た
。

　

盛
川
酒
造
の
酒
造
り
の
最
大
の
特
徴
は
、

野
呂
山
系
か
ら
湧
き
出
る
良
質
な
仕
込
み
水

だ
。
以
前
井
戸
水
を
水
質
調
査
し
た
際
、
軟

水
地
帯
の
広
島
県
に
お
い
て
も
一
、二
を
争
う

極
軟
水
だ
と
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。
柔
ら
か

さ
と
変
化
し
な
い
強
さ
を
併
せ
持
つ
軟
水
は

米
の
う
ま
味
を
引
き
出
す
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
分

が
少
な
く
発
酵
が
進
み
に
く
い
た
め
、
酒
造

り
に
高
度
な
技
術
が
必
要
に
な
る
。

　

同
社
で
は
米
の
内
部
に
ま
で
麴
を
浸
透
さ

せ
る
麴
づ
く
り
、
も
ろ
み
を
低
温
状
態
で
長

期
発
酵
さ
せ
る
広
島
杜
氏
の
軟
水
醸
造
法
を

受
け
継
ぎ
、
軟
水
な
ら
で
は
の
芳
醇
で
柔
ら

か
な
味
わ
い
の
日
本
酒
を
醸か

も

し
て
き
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
名
酒
は
「
白
鴻　

辛
口
純

米
酒
65 

黒
ラ
ベ
ル
」。
代
表
銘
柄
の
「
白
鴻
」

は
優
し
い
口
当
た
り
で
、
晩
酌
に
適
し
た
日

常
酒
だ
。
中
で
も
こ
の
酒
は
キ
レ
の
あ
る
辛

口
で
、
口
に
し
た
と
き
に
滑
ら
か
な
丸
み
が

あ
り
、
飲
み
飽
き
し
な
い
。

「
ど
の
温
度
で
も
お
い
し
く
飲
め
る
の
で
、
新

し
い
味
を
発
見
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
の
は

七
代
目
の
盛
川
知
則
社
長
。
杜
氏
を
務
め
る

実
弟
の
元
晴
氏
と
二
人
三
脚
で
酒
蔵
を
営
む
。

　

こ
の
名
酒
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
の
が
、

広
島
の
特
産
・
牡
蠣
を
使
い
グ
ラ
タ
ン
風
に

仕
上
げ
た「
牡
蠣
の
カ
ニ
味
噌
焼
き
」で
あ
る
。

濃
厚
な
味
と
酒
の
う
ま
味
が
引
き
立
て
合
い
、

キ
レ
の
良
い
喉
越
し
に
箸
と
盃
が
進
む
。

　

盛
川
酒
造
で
は
、
酒
を
通
じ
て
日
本
文
化

を
伝
え
よ
う
と
海
外
進
出
を
積
極
的
に
展
開

し
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
香
港
な
ど

に
輸
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ー
モ
ン
ド
を

純
米
吟
醸
酒
粕
で
包
ん
だ
酒
粕
ア
ー
モ
ン
ド

や
洋
菓
子
店
と
コ
ラ
ボ
し
た
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

な
ど
、
酒
粕
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
次
々
と

開
発
。
料
理
の
隠
し
味
と
し
て
使
え
る
酒
粕

ペ
ー
ス
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
飲
と
食
の
両

面
か
ら
、
日
本
酒
の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ

て
い
る
。

自身での入浴が難しい方、寝たきりの方にも対応した特殊介護浴槽
写真提供：株式会社Nライフケア

「ゆらら」の利用者が永末さんたちのために送ってくれた
社訓や詩

黒部 麻子〈くろべ・あさこ〉

1981年東京都生まれ。フリーライター・
エディター。大学卒業後、出版社勤務
を経て、岡山県へ移住。フリーランスに。

◆入浴特化型デイサービスゆらら：086（363）1126   URL http://www.day-yurara.com/

牡
蠣
の
カ
ニ
味
噌
焼
き

白
鴻   

辛
口
純
米
酒
65
　

黒
ラ
ベ
ル

は
く
　
こ
う

盛川酒造株式会社
創業　1887（明治20）年
広島県呉市安浦町原畑44
TEL 0823-84-2002
https://morikawa-shuzo.com/
Instagram  @morikawa_shuzo
年間生産量　200石（36㎘/2万升） 西日本豪雨では蔵が浸水被害に遭ったが、

ボランティアの力を借り復旧

料理協力：居酒屋小鰯（呉市安浦町中央2-6-14　TEL 0823-84-0033）
文：川西 由香理（広島県呉市在住）　写真撮影：木下 省吾（広島県呉市在住）

ら
え
さ
え
す
れ
ば
、
ど
ん
な
人
で
も
お
風
呂

に
入
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
胸
を
張
る
。

永
末
さ
ん
は
看
護
師
時
代
に
培
っ
た
経
験

を
フ
ル
に
生
か
し
、
現
場
の
ケ
ア
に
当
た
っ

て
い
る
。

「
幸
い
、
私
は
看
護
師
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

ケ
ー
ス
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
事

故
防
止
の
た
め
に
、
こ
れ
は
危
な
い
と
か
、

こ
こ
ま
で
は
で
き
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と

が
皮
膚
感
覚
で
わ
か
る
。
従
業
員
と
も
、
勉

強
会
で
知
識
や
思
い
を
共
有
し
て
い
ま
す
」

理
学
療
法
士
の
弟
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
に
加

わ
り
、
入
浴
後
の
リ
ハ
ビ
リ
も
充
実
さ
せ
て

い
る
。

「
小
規
模
施
設
の
良
い
と
こ
ろ
は
柔
軟
性
。

『
今
日
は
孫
が
来
る
か
ら
早
く
帰
り
た
い
』

と
い
っ
た
細
か
い
ニ
ー
ズ
に
も
、
な
る
べ
く

対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
業
界
関
係

者
か
ら
は
、『
普
通
、
デ
イ
で
は
そ
ん
な
に

細
か
い
こ
と
ま
で
対
応
し
な
い
』
な
ど
と
言

常に笑顔を忘れず利用者に接する永末さん



伝
統
芸
能
を
継
ぐ
人
び
と
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し
て
北
の
惣そ
う

門
か
ら
城
郭
を
経
て
藩
の
御
用

達
を
務
め
た
豪
商
菊き

く

屋や

家け

へ
と
巡
っ
た
と
さ

れ
、
そ
の
経
路
は
現
在
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
。
藩
主
と
謁え

っ

見け
ん
す
る
城
郭
、
風
呂

や
食
事
な
ど
の
も
て
な
し
を
受
け
た
菊
屋

家
、
寄
付
を
し
た
商
家
な
ど
の
前
で
御
船
謡

を
演
唱
し
、
そ
の
場
所
が
後
に
「
お
引
き
受

け
所
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

誇
り
を
持
ち
技
能
向
上
に

邁
進
す
る
地じ

謡
う
た
い

組ぐ
み

御
船
謡
は
、
元
々
世
襲
的
な
藩
士
の
階
級

で
あ
る
浜は

ま

崎さ
き
歌う
た
舸か

子こ

が
担
い
、
明
治
以
降
は

浜
崎
の
魚
問
屋
の
若
主
人
ら
で
組
織
し
た
地

謡
組
が
引
き
継
い
だ
。
昭
和
に
入
る
と
、
浜

崎
町
内
の
一
般
男
性
が
担
い
、一
九
五
五（
昭

和
三
十
）
年
に
は
十
八
名
で
住
吉
神
社
「
御

船
謡
」
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
。
当
時
、
演

唱
者
に
な
れ
た
の
は
、
町
内
か
ら
の
推
薦
を

受
け
て
試
験
を
通
過
し
、
神
社
の
承
認
を
得

た
家
の
長
男
だ
け
だ
っ
た
。
御
船
に
乗
れ
る

の
は
名
誉
な
こ
と
と
地
域
の
人
々
か
ら
一
目

置
か
れ
た
彼
ら
は
、
誇
り
を
持
っ
て
技
能
向

上
に
邁
進
し
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）

年
に
は
「
住
吉
神
社 

御
船
謡
」
が
山
口
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
御
船
山
車
の
巡
行
は
藩
の
御
船
倉

に
所
属
す
る
藩
士
に
よ
る「
協き

ょ
う

敬け
い

組ぐ
み

」が
担
っ

て
い
た
が
、
協
敬
組
は
明
治
以
降
、
藩
と
の

関
係
を
離
れ
、
神
社
祭
礼
に
奉
仕
す
る
伝
統

組
織
に
変
わ
っ
た
。
昭
和
の
中
頃
ま
で
御
船

山
車
の
先
導
や
曳ひ

き
手
を
担
っ
て
き
た
が
、

平
成
か
ら
は
、
住
吉
神
社
関
係
者
や
地
謡
組

勇
退
者
に
よ
る
世
話
人
会
と
と
も
に
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た

御
船
山
車

現
在
の
御
船
謡
巡
行
は
、
住
吉
祭
り
の
御

神
幸
神
事
と
し
て
八
月
三
日
に
行
わ
れ
て
い

る
。
当
日
は
、
出
発
式
が
行
わ
れ
た
後
、
演

唱
者
が
御
船
山
車
に
乗
り
、
家
族
や
地
域
の

人
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
午
前
十
一
時
過

ぎ
に
浜
崎
町
の
最
初
の
お
引
き
受
け
所
を
出

発
す
る
。

全
長
約
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
二
メ
ー
ト
ル

の
御
船
山
車
は
、
か
じ
取
り
の
表お

も
て

師し

（
協
敬

組
）
に
導
か
れ
、
世
話
人
会
と
曳
き
手
の
萩

高
校
の
生
徒
ら
五
十
名
に
よ
っ
て
市
内
を
巡

行
。
市
内
五
十
カ
所
以
上
の
お
引
き
受
け
所

で
御
船
謡
を
演
唱
し
、
午
後
十
一
時
ご
ろ
に

住
吉
神
社
へ
到
着
す
る
。
こ
れ
を
お
上あ

が

り
と

い
い
、
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
見
物

客
で
に
ぎ
わ
う
。

御
船
謡
は
、
謡う

た
い

と
法ほ

螺ら

貝が
い
、
太
鼓
、
三
味

線
で
演
唱
さ
れ
る
。
謡
の
歌
詞
は
、
一
番
か

ら
四
番
、
最
後
を
締
め
く
く
る
ト
リ
ま
で
あ

り
、
三
番
以
降
は

よ
り
豊
か
な
表
現

力
と
熟
練
の
技
術

を
要
す
る
た
め
、

経
験
が
な
い
新
乗

り
は
、
数
年
間
一

番
し
か
担
当
で
き

な
い
。

演
唱
は
法
螺
貝

の
一
吹
き
で
始
ま

り
、
太
鼓
を
二
回

打
ち
、
三
味
線
の

前
弾
き
が
終
わ
る
と
一
人
が
歌
い
出
す
。
一

区
切
り
を
終
え
る
と
、
太
鼓
や
三
味
線
の
伴

奏
と
と
も
に
全
員
で
唱
和
す
る
。
こ
の
形
式

が
ト
リ
ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
法
螺
貝
が

吹
か
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
太
鼓
の
乱
打
で

終
演
と
な
る
。

現
在
、
地
謡
組
は
十
八
名
か
ら
な
り
、
本

番
の
一
カ
月
前
か
ら
毎
夜
練
習
を
行
う
。
謡ゆ

う

長ち
ょ
う

を
務
め
る
大お
お

嶋し
ま

栄さ
か
え

さ
ん
は
、「
人
の
魂
に

響
く
謡
を
目
指
し
な
さ
い
」
の
言
葉
と
と
も

に
、
謡
の
抑
揚
、
節
回
し
な
ど
を
指
導
し
て

い
る
。
謡
に
は
譜
面
が
な
く
、
代
々
口
伝
で

継
承
さ
れ
て
き
た
。
毎
夜
響
く
練
習
の
謡
声

や
三
味
線
の
音
は
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て

夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

次
世
代
継
承
の
た
め
に

新
た
な
道
を
拓
く

文
化
や
歴
史
の
継
承
だ
け
で
な
く
、
保
存

会
で
は
保
育
園
で
の
和
太
鼓
指
導
や
小
学
校

の
出
前
授
業
な
ど
、
地
域
の
未
来
を
支
え
る

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
二
〇
二
〇
（
令

和
二
）年
の
御
船
謡
巡
行
は
中
止
さ
れ
た
が
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
地
域
の
誇
り
を

次
に
つ
な
げ
る
た
め
、
保
存
会
で
は
市
と
連

携
し
て
御
船
謡
を
詳
細
に
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
制
作
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
。

地
域
に
活
力
を
与
え
、
人
々
を
魅
了
す
る
力

強
い
謡
声
が
町
中
に
響
く
日
が
待
ち
遠
し
い
。

住
吉
神
社 

御
船
謡

2

萩
藩
の
御ご

座ざ

船ぶ
ね

を
模
し
た
御お

船ふ
ね

山だ

車し

の
上
で
格
調
高
く
演
唱
さ
れ
る
「
御
船

謡
」。
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
御
船
謡
は
神
社
祭
事
と
結
び
つ
き
、地
域
の
人
々

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
保
存
継
承
さ
れ
て
い
る
。

◆住吉神社「御船謡」保存会：0838（22）0849

（
山
口
県
萩
市
）

お
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杉材でつくられた御船山車の側面には波と竜の絵が描かれ、屋根には一文字三星（いちもんじにみつぼし）の毛利家の紋を施し
た紫ちりめんの幕を張り、高張提灯（たかはりぢょうちん）が飾られている ©N.Arata

御船山車が住吉神社に戻ってくるお上りのときには大勢の見物客でにぎ
わう　写真提供：ダイドーグループ日本の祭り

衣装は白麻紋付（しろあさもんつき）、白足袋、白の肩衣（かたぎぬ）、袴と博多帯を着用し、
白扇を持つ。肩衣の紋には、浜崎を象徴する交差した櫂（かい）があしらわれている
写真提供：下瀬 信雄

先頭付近には新乗りや乗船歴の浅い演唱者が配置され、最後尾付近には船全体を取り仕切る謡
長が座る　写真提供：ダイドーグループ日本の祭り

出前授業では子どもたちに御船謡を披露し、楽器の使い方
を教えた　写真提供：萩市立明倫小学校

れ
る
船
歌
と
し
て
「
御
船
歌
」
が
披
露
さ
れ

た
。
萩
藩
で
も
同
様
に
、
参
勤
交
代
で
藩
主

が
乗
船
す
る
際
や
年
頭
に
代
官
が
乗
り
初
め

の
行
事
を
催
す
際
に
、「
御
船
謡
」
が
歌
わ

れ
て
い
た
。

一
六
五
九
（
万
治
二
）
年
、
堺
の
住
吉
神

社
よ
り
勧か

ん

請じ
ょ
う

さ
れ
、
浜
崎
に
住
吉
神
社
が
創

建
さ
れ
る
と
、
住
吉
神
社
の
祭
礼
で
も
、
藩

主
が
寄
進
し
た
御
座
船
を
模
し
た
御
船
山
車

で
御
船
謡
が
演
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

記
録
に
よ
る
と
、
当
時
の
住
吉
神
社
の

祭
礼
で
は
、
御
神
霊
を
神み

輿こ
し
に
遷う
つ

し
て
市
中

を
巡
る
御ご

神し
ん
幸こ
う
に
、
御
船
山
車
を
は
じ
め
と

し
た
多
く
の
華
や
か
な
山
車
や
行
列
が
従
っ

て
い
た
。
行
列
は
、
住
吉
神
社
を
発
着
地
と

港
町
・
浜
崎
で
受
け
継
が
れ
る

住
吉
神
社 

御
船
謡

関
ヶ
原
の
戦
い
に
敗
れ
、
周す

防お
う
・
長な
が

門と

二

カ
国
に
移
さ
れ
た
毛
利
輝
元
は
、
新
た
な
居

城
と
し
て
一
六
〇
四
（
慶
長
九
）
年
に
萩
城

を
築
い
た
。
そ
の
城
下
町
の
形
成
に
伴
い
港

町
と
し
て
開
か
れ
た
の
が
、
現
在
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ

て
い
る
「
浜
崎
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
藩
主
の

御
座
船
を
格
納
す
る
御お

船ふ
な

倉く
ら

が
建
造
さ
れ
、

そ
の
周
辺
に
は
船
の
管
理
や
護
衛
を
担
う
御お

船ふ
な
手て

が
居
住
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
、
幕
府
や
藩
の
新
造
船
の
進
水

式
や
領
主
の
船
出
な
ど
儀
礼
の
場
面
で
歌
わ

三味線には表と裏の小拍子が
あり94歳の松屋繁（まつや・
しげる）さんは難易度の高い
裏を担当 ©N.Arata

城東

昼の部
出発地点

住吉神社

浜
崎
本
町
筋

熊
谷
町

津守町米屋町北の惣門

萩城城下町

昼の部
終着地点
（菊屋家）

夜の部
出発地点
（瓦町）

西田町 東田町

五間町

吉
田
町

お祭り
本部

昼の部
夜の部

御船山車巡行ルート

萩高校の生徒約30名が御船山車の曳き綱を曳く©N.Arata
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船
上
か
ら
見
る
景
色
5

ぐ
る
っ
と
松
江
堀
川
め
ぐ
り

  

《
島
根
県
松
江
市
》

N

ふれあい広場
乗船場

小泉八雲記念館

新橋
稲荷橋

松江堀川
地ビール館 小泉八雲旧居塩見縄手

田部美術館
武家屋敷

明々庵

城山稲荷神社
北
　田
　　川

城
 山
  西
   堀
    川

宇賀橋 北堀橋
普門院橋
普門院（観月庵）

北惣門橋

大手前広場乗船場

カラコロ広場乗船場

歴史区

市街地区

自然区

松江ホーランエンヤ
伝承館

松江歴史館
城
山
内
堀
川

島根ふるさと館

米
子
川

米子橋

新米子橋

甲部橋

栄橋東京橋京橋

カラコロ工房

幸橋

県庁

県民会館県立図書館

県立武道館

緑樹橋

花園橋
うべや橋

京橋川

交融橋

松江市役所

四
十
間
堀
川

亀田橋

国宝松江城

遊覧コース：約50分 松
江
観
光
の
目
玉
と
な
っ
た

堀
川
遊
覧

島
根
県
松
江
市
の
亀
田
山
に
立
ち
、
山
陰

唯
一
の
現
存
天
守
で
あ
る
国
宝
松
江
城
は
、

一
六
一
一
（
慶
長
十
六
）
年
に
戦
国
武
将
の

堀ほ
り

尾お

吉よ
し

晴は
る

に
よ
り
築
城
さ
れ
た
。
城
を
囲
う

よ
う
に
造
ら
れ
た
堀
に
は
宍
道
湖
の
水
を
引

き
、
以
後
四
百
年
に
わ
た
り
松
江
の
歴
史
を

映
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
堀
川
を
め
ぐ
る
観

光
船
が
就
航
し
た
の
は
一
九
九
七
（
平
成
九
）

年
七
月
の
こ
と
。
造
成
時
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
形
で
残
存
し
て
い
る
堀
を
船
で
回
り
、

趣
あ
る
松
江
の
町
並
み
を
船
上
か
ら
楽
し
め

る
と
あ
っ
て
、
瞬
く
間
に
松
江
観
光
の
目
玉

と
し
て
定
着
し
た
。

メ
イ
ン
の
乗
船
場
は
黒
田
町
に
あ
る
「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
で
、
内
堀
と
一
部
外
堀
の
約

三・
七
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
五
十
分
か
け
て
周

遊
す
る
。
発
着
場
は
こ
こ
を
含
め
て
三
カ
所

あ
り
、
乗
船
券
で
一
日
何
度
で
も
乗
降
で
き

る
た
め
、
名
所
を
め
ぐ
る
観
光
の
足
と
し
て

利
用
す
る
人
も
多
い
。

ふ
れ
あ
い
広
場
を
出
発
す
る
と
、
船
は
稲
荷

橋
を
く
ぐ
り
、
城
側
に
樹
木
の
生
い
茂
る
城
山

西
堀
川
を
進
ん
で
い
く
。
築
城
の
際
、
城
の
西

内
堀
に
は
石
垣
を
築
か
ず
自
然
林
で
城
を
守
っ

て
い
た
た
め
、
こ
の
あ
た
り
は
四
百
年
前
か
ら

の
森
が
そ
の
ま
ま
残
る
。
落
葉
樹
で
は
枯
れ
木

の
時
季
に
城
が
見
え
て
し
ま
う
た
め
、
植
え
ら

れ
て
い
る
の
は
椿
を
中
心
と
し
た
常
緑
樹
で
あ

る
。
こ
の
辺
り
を
椿
谷
と
呼
ぶ
の
も
こ
れ
に
由

来
し
て
お
り
、
当
時
は
椿
油
を
武
器
の
サ
ビ
止

め
や
食
用
油
に
使
っ
た
と
い
う
。
川
の
両
側
か

ら
茂
る
緑
の
ト
ン
ネ
ル
に
は
爽
や
か
な
川
風
が

渡
り
、
水
面
を
優
雅
に
泳
ぐ
水
鳥
や
甲
羅
干
し

を
す
る
亀
の
姿
を
眺
め
な
が
ら
、
自
然
の
中
を

ゆ
っ
た
り
と
航
行
し
て
い
く
。

水
の
都
松
江
の
市
街
地
を

船
上
か
ら
堪
能

船
は
市
街
の
方
向
へ
と
進
み
、
左
手
に
は
三

の
丸
御
殿
の
跡
地
に
立
つ
島
根
県
庁
が
見
え
て

く
る
。
そ
の
先
の
う
べ
や
橋
を
通
過
す
れ
ば
、

外
堀
の
京
橋
川
へ
と
出
る
。
川
や
水
路
の
多
い

松
江
市
に
は
大
小
あ
ま
た
の
橋
が
あ
り
、
こ
の

遊
覧
コ
ー
ス
だ
け
で
十
七
の
橋
を
く
ぐ
る
。
そ

の
う
ち
四
つ
は
船
の
屋
根
を
下
げ
な
い
と
通
れ

な
い
ほ
ど
橋は

し

桁げ
た
が
低
く
、
う
べ
や
橋
も
そ
の
一

つ
。
下
が
っ
て
く
る
屋
根
と
共
に
体
を
屈
め
、

暗
く
涼
し
い
橋
の
下
を
通
過
す
る
の
は
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
気
分
で
あ
る
。

京
橋
川
に
出
る
と
現
代
的
な
街
並
み
が
広

が
り
、
左
手
の
旧
日
本
銀
行
松
江
支
店
が
ひ
と

き
わ
目
を
引
く
。
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
風
の
石
柱
を

構
え
た
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
造
の
洋
風

建
築
で
、
現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
施
設
や

シ
ョ
ッ
プ
が
並
ぶ
「
カ
ラ
コ
ロ
工
房
」
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。「
カ
ラ
コ
ロ
」
と
は
、
松

江
を
愛
し
た
文
人
小
泉
八
雲
が
、
松
江
大
橋
を

渡
る
人
々
の
下
駄
が
カ
ラ
コ
ロ
と
鳴
る
と
記
述

し
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。
京
橋
を
抜
け
る

と
「
カ
ラ
コ
ロ
広
場
乗
船
場
」
に
到
着
す
る
。

こ
こ
で
下
船
し
、
カ
ラ
コ
ロ
工
房
や
松
江
の
老

舗
街
で
あ
る
京き

ょ
う

店み
せ

を
散
策
す
る
の
も
い
い
。

江
戸
城
下
の
趣
が
色
濃
く
残
る

歴
史
エ
リ
ア

カ
ラ
コ
ロ
広
場
を
過
ぎ
る
と
、
船
は
米
子
川

へ
と
進
み
北
上
し
て
い
く
。
こ
の
辺
り
は
川
幅

堀川めぐりでは水辺を彩る草花や木々が四季を感じさせてくれる
写真提供：公益財団法人松江市観光振興公社

江
戸
時
代
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
街
の
中
を
川
や
水
路
が
巡
る
水
の
都
松
江
。

国
宝
松
江
城
を
囲
う
堀
を
小
船
で
め
ぐ
る
堀
川
遊
覧
船
は
、
四
季
の
風
景
や
情
緒

あ
る
城
下
の
町
並
み
を
、
船
上
か
ら
旅
情
た
っ
ぷ
り
に
観
賞
で
き
る
。

「ぐるっと松江堀川めぐり」遊覧コースのルート

新米子橋の橋桁に合わせて船の天井が下がる
写真提供：公益財団法人松江市観光振興公社

普門院橋周辺では、毎年初夏から梅雨にか
けて花菖蒲が見られる　
写真提供：公益社団法人島根県観光連盟

約500ｍの塩見縄手は松江市伝統美観保
存区域に指定されている
写真提供：公益社団法人島根県観光連盟

宇賀橋付近で左上を見上げると国宝松江城
を望むことができる
写真提供：公益財団法人松江市観光振興公社

旧日本銀行松江支店を活用したカラコロ工房
写真提供：公益社団法人島根県観光連盟

稲荷橋から亀田橋を経て見られる緑のトンネル
写真提供：公益財団法人松江市観光振興公社

◆公益財団法人松江市観光振興公社：0852（27）0417   URL https://www.matsue-horikawameguri.jp/

が
狭
く
、
堀
沿
い
に
立
ち
並
ぶ
民
家
に
水
辺
の

暮
ら
し
が
垣
間
見
え
る
。
や
が
て
右
手
に
、
堀

尾
氏
が
松
江
城
鎮
護
の
寺
と
し
て
開
山
し
た
普ふ

門も
ん
院い
ん
が
見
え
て
く
る
。
境
内
に
は
三さ
ん

斎さ
い

流
茶
室

「
観か

ん

月げ
つ

庵あ
ん
」
が
あ
り
、
茶
の
湯
の
世
界
に
触
れ

な
が
ら
抹
茶
と
季
節
の
和
菓
子
が
楽
し
め
る
。

こ
こ
は
小
泉
八
雲
の
『
怪
談
』
に
登
場
す
る
一

篇
の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
、
船
客
を
見
つ
め

る
幽
霊
の
浮
彫
細
工
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。

橋
桁
の
低
い
四
つ
の
橋
の
中
で
最
も
低
い
普

門
院
橋
を
抜
け
る
と
、
目
の
前
に
は
城
山
と
天

守
閣
の
絶
景
が
広
が
る
。
木
製
の
宇
賀
橋
は
堀

川
に
架
か
る
橋
の
中
で
も
特
に
風
情
が
あ
り
、

江
戸
時
代
の
城
下
町
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ

る
。
こ
こ
か
ら
城
山
の
内
堀
川
に
入
り
、
三
つ

目
の
発
着
場
で
あ
る
「
大
手
前
広
場
乗
船
場
」

に
立
ち
寄
る
。
松
江
城
や
、
松
江
藩
の
歴
史
文

化
を
紹
介
し
た「
松
江
歴
史
館
」な
ど
、
松
江

城
周
辺
の
観
光
に
便
利
な
乗
船
場
で
あ
る
。

大
手
前
広
場
乗
船
場
を
出
る
と
、
堀
沿
い

に
白
壁
と
松
並
木
が
続
く
塩し

お

見み

縄な
わ

手て

が
見
え

て
く
る
。
松
江
藩
の
上
級
・
中
級
武
士
の
屋

敷
が
並
ん
で
い
た
通
り
で
、
藩
士
の
暮
ら
し

を
伝
え
る
武
家
屋
敷
や
小
泉
八
雲
旧
居
な
ど
、

往
時
の
佇
ま
い
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
小
泉

八
雲
記
念
館
を
過
ぎ
て
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、

堀ほ
り

端ば
た
の
老
松
越
し
に
塩
見
縄
手
の
景
色
を
一

望
で
き
る
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
風

景
は
堀
川
の
船
旅
最
後
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
い
広
場
に
戻
る
と
、
松
江
城
下
の

自
然
、
市
街
地
、
歴
史
を
め
ぐ
る
船
旅
は
終

了
す
る
。
乗
船
場
の
隣
に
は
「
松
江
堀
川
地

ビ
ー
ル
館
」
が
あ
り
、
伝
統
的
な
製
法
を
用

い
た
本
格
派
地
ビ
ー
ル
が
楽
し
め
る
。
一
階

の
物
産
館
で
は
特
産
品
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、

船
旅
を
楽
し
ん
だ
後
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ち
を
彩
る
桜
や
、
雪
化
粧
を
し
た
松
江
城

な
ど
、
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
る
堀
川
め
ぐ
り
。

冬
季
に
運
航
す
る
こ
た
つ
船
は
、
今
や
す
っ
か

り
冬
の
風
物
詩
だ
。
個
性
豊
か
な
船
頭
さ
ん
の

名
調
子
も
名
物
の
一
つ
。
船
上
か
ら
眺
め
る
松

江
の
町
並
み
は
、
古
き
良
き
、
懐
か
し
い
日
本

の
面
影
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

（
文
・
木
次 

亜
紀
子
）
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集
特

共
創
に
よ
る
イ
ノベ
ー
シ
ョン
創
出

《
愛
媛
県
今
治
市
》

　
芸
予
諸
島
の
中
心
に
あ
る
大
三
島
の
大
山
祇
神
社
の
祭
神
「
大
山
積
神
」
は
地
神
・
海
神
で
、
古
く
か
ら
陸
や
海

の
民
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

　
信
仰
は
時
代
を
超
え
て
連
綿
と
続
き
、
大
山
祇
神
社
は
、
源
氏
、
北
条
氏
、
足
利
氏
な
ど
歴
史
に
名
を
残
す
武

将
た
ち
に
と
って
、
尊
崇
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
証
し
に
、
平
安
中
期
の
現
存
最
古
の
鎧
に
は
じ
ま
り
、
鎌
倉
か
ら
戦

国
時
代
ま
で
の
武
具
類
、
あ
る
い
は
当
世
具
足
な
ど
、
各
時
代
の
一
級
の
武
具
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
赤
絲
威
鎧
は
、
源
義
経
が
壇
の
浦
の

合
戦
で
勝
利
を
お
さ
め
、
部
下
の
佐
藤

忠
信
に
代
参
奉
納
さ
せ
た
鎧
と
伝
え
ら

れ
る
。
大
袖
が
付
き
、
弓
を
射
る
と
き

に
開
く
脇
と
胸
部
を
防
御
す
る
楯
状
の

栴
檀
板
と
鳩
尾
板
を
備
え
、
胴
正
面
に

弦
走
韋
を
張
る
な
ど
、
大
鎧
の
ス
タ
イ
ル

を
持
ち
な
が
ら
、
大
腿
部
を
保
護
す
る

草
摺
な
ど
は
胴
丸
仕
立
て
に
さ
れ
て
お

り
、
胴
丸
と
鎧
の
特
色
を
兼
ね
備
え
た

特
殊
な
型
で
あ
る
。

　
小
舟
な
ど
狭
い
場
所
で
も
戦
え
る
よ

う
に
、
草
摺
が
七
間
仕
立
て
で
、「
八
艘

飛
び
の
鎧
」
と
も
い
わ
れ
る
。

赤
絲
威
鎧・大
袖
付（
伝
源
義
経
奉
納
）

国
宝
の
旅
18 
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は
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そ
う

く
さ
ず
り

ど
う
ま
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つ
る
は
し
り
の
か
わ

せ
ん
だ
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の
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た

き
ゅ
う
び
の
い
た

と
う
せ
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ぐ 

そ
く

そ
ん
す
う

お
お
や
ま
づ
み
じ
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じ
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お
お
や
ま
づ
み
の
か
み

ち 

じ
ん
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お
か
げ
さ
ま
で

「
碧
い
風
」は

１００
号
を
迎
え
ま
し
た

各号特集テーマの一覧
Vol.1 海
Vol.2 祝祭
Vol.3 技術楽園
Vol.4 花逍遥
Vol.5 遊び
Vol.6 音楽
Vol.7 駅
Vol.8 森
Vol.9 アジアの微笑み
Vol.10 光のファンタジー
Vol.11 美酒礼讃
Vol.12 企業ネットワーク
Vol.13 橋
Vol.14 農業ルネッサンス
Vol.15 公園
Vol.16 バイオテクノロジー
Vol.17 百歳王
Vol.18 美術館
Vol.19 きずな
Vol.20 港新時代
Vol.21 新天地創造
Vol.22 街の彩り
Vol.23 温泉自慢
Vol.24 商店街再生
Vol.25 環境ビジネス

Vol.26 愛すべき隣人たち
Vol.27 オンリーワン企業
Vol.28 グリーン・ツーリズム
Vol.29 女性起業家
Vol.30 ふるさと教育
Vol.31 福祉機器ビジネス
Vol.32 川と生きる
Vol.33 エルダー起業
Vol.34 アジア・ビジネス
Vol.35 インターネットと地域社会
Vol.36 循環社会
Vol.37 ものづくりルネサンス
Vol.38 食農再生
Vol.39 学生起業
Vol.40 観光新時代
Vol.41 産業クラスターの創造
Vol.42 コミュニティ・ビジネス
Vol.43 生物産業
Vol.44 水の時代
Vol.45 マイスターに学ぶ
Vol.46 知的財産権戦略と中小企業
Vol.47 ニッチ分野に挑む
Vol.48 文化的景観
Vol.49 海の技術
Vol.50 ナノテクノロジーの可能性

Vol.51 新時代を切り開く農業法人
Vol.52 若きエジソンたち
Vol.53 バイオマスの可能性
Vol.54 映画の新風
Vol.55 食育のすすめ
Vol.56 スポーツで熱くなれ ! !
Vol.57 産業観光で地域が輝く
Vol.58 NPO が地域社会を支える
Vol.59 ブランド戦略で地域を活性化する
Vol.60 街道を楽しむ
Vol.61 ロボットと暮らす
Vol.62 地域産品が世界にはばたく
Vol.63 ミュージアムの新しい魅力
Vol.64 ニューツーリズムへの誘い
Vol.65 地域食材が輝く！
Vol.66 がんばる商店街
Vol.67 見直そう！地域伝統芸能
Vol.68 業種を越えて地域を活性化する！
Vol.69 感動の大地
Vol.70 里山の魅力
Vol.71 老舗企業の底力
Vol.72 プロスポーツで地域を活性化する！
Vol.73 地域を支えるソーシャルビジネス
Vol.74 ハイ・サービスと変革
Vol.75 神話と伝説の旅

Vol.76 瀬戸内の道
Vol.77 暮らしと民藝
Vol.78 銘菓がもたらす至福
Vol.79 地域生産の未来形
Vol.80 企業力を高めるデザイン
Vol.81 医療を支えるものづくり
Vol.82 観光力を磨く
Vol.83 人と地域をつなぐコミュニティづくり
Vol.84 江戸時代に学ぶ
Vol.85 航空機産業に挑む
Vol.86 地域の起業家育成
Vol.87 クルマの近未来
Vol.88 地域力を育む教育
Vol.89 ビッグデータ解析、AIが切り開く未来
Vol.90 インバウンド新時代
Vol.91 農業の次の一手
Vol.92 社会を豊かにするロボット技術
Vol.93 明治維新一五〇年を考える
Vol.94 ダイバーシティ経営の実現
Vol.95 地域との新たな関わり方―関係人口
Vol.96 アート×地域
Vol.97 未来につながる SDGｓ
Vol.98 地域企業の人材マネジメント
Vol.99 モビリティ革命で地域を変える
Vol.100 共創によるイノベーション創出

地
域
情
報
誌
「
碧
い
風
」
は
、
今
号
の
発
行
を
も
っ
て
、

通
算
100
号
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
発
行
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
誌
は
一
九
九
二
年
八
月
の
創
刊
以
来
二
十
八
年
間
、
き
ら

め
く
よ
う
な
中
国
地
域
に
し
て
い
く
媒
体
を
目
指
し
、
時
代

の
潮
流
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
や
中
国
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
情
報
発
信
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
人
口
減
少・
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
地
域

の
活
力
や
豊
か
な
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
よ
り

一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
大
好
き
な
こ
の
街
を
少
し
で
も
良
く
し
、
子
ど
も

た
ち
に
し
っ
か
り
と
手
渡
し
た
い
」

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
る
方
が
中
国
地
域
に
は

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
本
誌
は
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
方
々

や
地
域
の
課
題
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
地
域

づ
く
り
の
風
を
巻
き
起
こ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

中
国
電
力
株
式
会
社 

地
域
共
創
本
部

制
作
ス
タ
ッ
フ　

一
同
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山
を
あ
る
く

氷
ノ
山

11

ひ
ょ
う
　  

　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
せ
ん

《
鳥
取
県
・
兵
庫
県
》

緩
や
か
な
尾
根
と
険
し
い
渓
谷
が
織
り
な

す
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
が
特
徴
の
氷
ノ
山
。

登
山
道
に
は
ブ
ナ
林
や
高
山
植
物
が
見
ら
れ
、

国
の
天
然
記
念
物
の
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
が
生
息

し
、
五
月
下
旬
か
ら
十
一
月
の
登
山
シ
ー
ズ

ン
に
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。

氷ひ
ょ
う

ノの

越ご
え

登
山
口
か
ら
緩
や
か
な
登
山
道
を

進
む
と
、
し
め
縄
が
巻
か
れ
た
さ
ざ
れ
石
が

現
れ
、
つ
づ
ら
折
り
の
道
を
経
て
石
畳
の
道
に

た
ど
り
着
く
。「
旧
・
伊
勢
道
」
と
記
さ
れ
た

道
標
か
ら
、
江
戸
時
代
に
お
伊
勢
参
り
の
街
道

と
し
て
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
た
名
残
が
感
じ

ら
れ
る
。
そ
の
先
に
は
沢
が
あ
り
、
冷
た
い
水

に
触
れ
て
一
息
す
る
の
も
お
薦
め
だ
。

そ
こ
か
ら
赤
倉
山
の
岩
壁
を
眺
め
な
が
ら

し
ば
ら
く
進
む
と
、
兵
庫
県
側
か
ら
の
ル
ー

ト
と
合
流
す
る
氷
ノ
越
に
出
る
。
ブ
ナ
の
木
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日本二百名山に選定されている氷ノ山
地図制作：磯部 祥行　

か
ら
伸
び
る
太
い
根
を
踏
み
し
め
な
が
ら
仙せ
ん

谷だ
に

口ぐ
ち
（
仙
谷
分
岐
）
に
向
か
い
、
岩
場
の
道

を
よ
じ
登
れ
ば
見
晴
ら
し
の
良
い
氷
ノ
山
山

頂
に
着
く
。

山
頂
か
ら
三
ノ
丸
に
向
か
っ
て
下
山
す
る

途
中
に
は
、
氷
河
時
代
か
ら
の
植
物
が
残
る

古こ

生せ

沼ぬ
ま

や
秋
に
は
赤
い
実
が
な
る
千
年
キ
ャ

ラ
ボ
ク
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
の
ほ
か
、
三
ノ
丸
登
山
口
な

ど
か
ら
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
沿
い
に
山
頂

を
目
指
す
コ
ー
ス
も
あ
る
が
、
急
坂
の
た
め
、

上
級
者
向
き
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
氷
ノ
山
は
湧
水
が
豊
富
で
、
氷
ノ

越
登
山
口
の
北
側
で
は
、
中
腹
か
ら
湧
き
出

る
銘
水
「
氷
山
命
水
」
が
味
わ
え
る
ス
ポ
ッ

ト
も
人
気
で
あ
る
。

氷ノ越伊勢道石畳

山頂小屋

千年キャラボク
写真提供：氷ノ山自然ふれあい館 響の森

山頂から氷ノ越方面を望む


